
硏

究

狀

況

班

硏

究

東
方
學
硏
究
部

人
�
�
報
學
の
基
礎
硏
究

班
長

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン

本
共
同
硏
究
班
は
︑
�
獻
硏
究
が
行
う
人
�
科
學
の
諸

分
野
︑
特
に
東
方
學
の
硏
究
︑
つ
ま
り
古
典
の
校
正
︑
解

讀
︑
�
釋
︑
�
譯
等
を
荏
�
す
る
方
法
や
規
格
を
提
唱
し

て
︑
さ
ら
に
そ
れ
に
基
づ
い
た
硏
究
荏
�
ツ
ー
ル
見
本
の

實
裝
を
目
指
し
て
い
る
︒
そ
の
ツ
ー
ル
の
具
體
�
な
機
能

等
は
硏
究
	
行
と
共
に


ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
が
︑
現
時

點
で
は
�
字
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
と
畫
宴
テ
キ
ス
ト
の
連

携
︑
複
數
の
版
本
の
�
い
︑
テ
キ
ス
ト
批

︑
引
用
�
や

逸
�
の
檢
出
︑
語
彙
や
實
例
の
檢
討
︑
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
︑
テ
ー
マ
・
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
で
の
�
り
檢
索
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
︒
硏
究
者
の
需
�
を
再
檢
討
し
て
︑
テ
キ
ス

ト
硏
究
に
必
�
な
�
具
で
二
一
世
紀
の
人
�
學
硏
究
の
基

盤
を
强
�
す
る
こ
と
は
本
硏
究
の
�
大
の
目
�
だ
︒
今
年

度
は
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
公
開
に
向
け
て
準
備
を
	
め
て

き
た
︑
秋
か
ら
�
九
〇
〇
〇
種
の
漢
籍
が
實
驗
�
に
公
開

し
て
︑
ウ
エ
ブ

(
h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
a
n
rip
o
.o
rg
)
と
マ

ン
ド
ク

(
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.m
a
n
d
o
k
u
.o
rg
)
で
*
用
可
能

に
な
っ
た
︒
二
〇
一
六
年
三
+
一
九
日
に
一
般
公
開
濟
み
︒

四
+
二
八
日

第
二
十
七
囘

現
狀
報
吿
と
今
年
度

の
計
畫

五
+
一
二
日

第
二
十
八
囘

怨
し
い
サ
ー
バ
ー
と

デ
ー
タ
の
-
築

五
+
二
六
日

第
二
十
九
囘

-
築
中
の
漢
リ
ポ

サ
ー
バ
に
.
加
さ
れ
た
機
能
に
つ
い
て

六
+
二
三
日

第
三
十
囘

W
in
d
o
w
s
用
の

z
ip

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
2
怨
に
つ
い
て

七
+
一
四
日

第
三
十
一
囘

D
H
2
0
1
5
の
參
加
報

吿

一
〇
+
一
三
日

第
三
十
二
囘

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
怨

た
に
-
築
し
た
G
itH
u
b
と
の
連
携

一
〇
+
二
七
日

第
三
十
三
囘

w
w
w
.k
a
n
rip
o
.o
rg

の
怨
し
い
機
能
紹
介

一
一
+
二
四
日

第
三
十
四
囘

W
in
d
o
w
s
用
の

z
ip

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
2
怨
に
つ
い
て

一
二
+

八
日

第
三
十
五
囘

報
吿
書
の
檢
討
(一
)

二
〇
一
六
年
一
+
一
二
日

第
三
十
六
囘

報
吿
書
第
二
違
﹁
漢

籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
;
報
源
と
<
成
﹂

の
檢
討

一
+
二
六
日

第
三
十
七
囘

報
吿
書
第
三
違
﹁
漢

籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
*
い
方
﹂
の
檢
討

二
+

九
日

第
三
十
八
囘

報
吿
書
第
四
違
﹁
漢

籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
*
用
例
﹂
の
檢
討

東
ア
ジ
ア
�
世
の
地
域
を
つ
な
ぐ
關
係
と
媒
介
者

班
長

岩
井
茂
樹

二
〇
一
五
年
四
+
か
ら
二
〇
一
六
年
一
+
の
閒
︑
課
題

に
つ
い
て
の
硏
究
報
吿
を
お
こ
な
う
硏
究
會
を
計
一
二
囘

開
催
し
た
︒
こ
の
ほ
か
︑
硏
究
班
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
﹃
�
咸
宦
海
見
聞
錄
﹄
の
會
讀
を
お
こ
な
っ
た

(計
一

三
囘
)︒
こ
れ
は
一
九
世
紀
に
Å
林
官
お
お
び
地
方
官
僚

を
歷
任
し
た
張
集
馨

(一
八
〇
〇
年
～
一
八
七
九
年
)
が

B
し
た
自
<
年
�
お
よ
び
日
記
か
ら
な
る
C
料
で
あ
る
︒

會
讀
に
さ
い
し
て
は
電
子
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
︑
そ
の
校

訂
作
業
を
D
せ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
︒

四
+

三
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

城
地

孝
・
G
+
直
人

四
+
一
四
日

築
城
與
拆
城
：
I
世
中
國
J
商
口
岸

城
市
成
長
擴
張
�
模
式
與
特
徵

劉

石
吉

四
+
二
〇
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

宋

宇
航
・
凌

L

五
+
一
一
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

城
地

孝
・
G
+
直
人

五
+
一
二
日

日
宋
貿
易
を
荏
え
る
信
用
シ
ス
テ
ム

李

怡
�

五
+
二
五
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

凌

L
・
宋

宇
航

五
+
二
六
日

淸
初
の
推
官
N
び
そ
の
廢
止
︱
重
ね

561

彙

報

二
〇
一
五
年
四
+
よ
り

二
〇
一
六
年
三
+
ま
で



て
地
方
行
政
職
能
の
再
R
整
を
論
じ

る

項

巧
鋒

六
+

八
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

城
地

孝
・
G
+
直
人

六
+
二
二
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

宋

宇
航
・
凌

L

六
+
二
三
日

舶
S
王
直
功
罪
考

(後
<
)
︱
胡
宗

憲
の
日
本
招
撫
計
畫

山
崎

嶽

六
+
三
〇
日

第
二
U
日
本
V
征
後
の
元
・
麗
・
日

關
係
外
W
�
書
に
つ
い
て

山
崎

嶽

七
+

六
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

城
地

孝
・
G
+
直
人

九
+
二
〇
日

日
本
の
君
S
號
問
題
か
ら
み
た
天
下

の
秩
序

岩
井
茂
樹

九
+
二
八
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

宋

宇
航
・
凌

L

一
〇
+
一
三
日

嘉
靖
六
年
年
末
の
內
殿
儀
禮
改
定
︱

中
國


代
に
お
け
る
專
制
君
S
と
政

策
決
定
の
正
當
性

岩
本
眞
利
繪

一
〇
+
二
六
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

城
地

孝
・
G
+
直
人

一
一
+

九
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

岩
本
眞
利
繪

一
一
+
一
二
日

一
七
五
一
年
︑
南
部
藩
漂
液
商
Z
を

め
ぐ
る
淸
日
閒
の
[
復
咨
�
と
そ
の

和
解

岩
井
茂
樹

一
一
+
二
四
日



代
正
瓜
末
\
・
景
泰
\
・
天
順
\

に
お
け
る
內
閣
の
性
格

宋

宇
航

一
一
+
三
〇
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

宋

宇
航
・
凌

L

一
二
+

八
日

押
佃
︑
租
穀
と
商
品
經
濟
︱
淸
代
巴

縣
農
租
佃
關
係
の
一
側
面
に
つ
い
て

凌

L

一
二
+
一
四
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

城
地

孝
・
G
+
直
人

二
〇
一
六
年
一
+
一
二
日

保
商
局
の
越
境
︱
淸
末
雲
南
・
ビ
ル

マ
邊
境
に
お
け
る
社
會
變
動
と
國
際

關
係
に
關
す
る
一
考
察

G
+
直
人

一
+
二
六
日

淸
初
の
六
部
衙
門
に
お
け
る
漢
人
官

僚
の
存
在
形
態
︱
雍
正
初
年
の
科
�

官
奏
X
を
手
掛
か
り
に

小
野
_
哉

二
+

一
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

發
表
者

城
地

孝

同
志
社
大
學
・
非
常
勤

發
表
者

G
+
直
人

現
代
中
國
硏
究
セ
ン
タ
ー

產
學
連
携
硏
究
員

二
+

九
日

共
同
體
理
論
の
b
義
と
中
國
農
村
社

會
硏
究

凌

L

二
+
一
五
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

宋

宇
航
・
小
野
_
哉

三
+

八
日

自
由
の
民
﹁
c
人
﹂
の
d
應
と
戰
略

岩
井
茂
樹

三
+
二
二
日

官
は
官
を
庇
う
か
︱
淸
代
後
\
に
お

け
る
地
方
官
の
﹁
上
e
﹂
を
め
ぐ
る

連
絡
・
W
涉

海

丹

三
+
二
八
日

會
讀
︑
張
集
馨
著
﹃
�
咸
宦
海
見
聞

錄
﹄

城
地

孝
・
G
+
直
人

『
�
�
�
義
﹄
硏
究

班
長

古
g
隆
一

本
年
度
は
四
+
二
一
日
に
�
初
の
硏
究
班
を
開
催
し
て

以
來
︑
お
お
む
ね
一
ヶ
+
に
二
囘
の
ペ
ー
ス
で
﹃
�
C
J

義
﹄
の
會
讀
を
實
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
あ
ら
か
じ
め

擔
當
者
を
決
め
て
︑
會
の
數
日
j
に
譯
�
稿
を
各
班
員
に

�
布
し
︑
班
員
が
事
j
に
目
を
J
し
た
上
で
硏
究
班
に
出

席
す
る
方
法
を
k
用
し
た
た
め
︑
硏
究
班
で
は
效
l
�
に

議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
︒
本
硏
究
班
で

は
﹃
�
C
J
義
﹄
內
m
五
卷
を
譯
出
す
る
こ
と
を
目
�
と

し
て
お
り
︑
す
で
に
二
〇
一
五
年
一
二
+
一
日
の
硏
究
班

に
お
い
て
︑
卷
一
を
譯
し
n
え
た
︒
當
初
豫
想
し
て
い
た

以
上
に
多
樣
な
論
點
が
各
班
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
た
め
︑

必
ず
し
も
b
見
の
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
の

こ
っ
た
が
︑
そ
う
い
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
︑
議
事
錄
を

作
成
し
︑
後
日
あ
ら
た
め
て
檢
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
記
錄
を
保
管
し
て
あ
る
︒
各
囘
の
n
了
後
に
は
︑
譯
�

稿
の
改
稿
を
あ
ら
た
め
て
提
出
し
て
も
ら
っ
て
お
り
︑
す

で
に
卷
一
に
つ
い
て
は
原
稿
を
用
b
し
て
お
り
︑
現
在
︑

﹃
東
方
學
報
﹄
に
投
稿
す
る
た
め
︑
原
稿
整
理
の
段
階
に

あ
る
︒四

+
二
一
日

『
�
C
J
義
﹄
譯
�
に
關
す
る
趣
旨

說



古
g
隆
一

五
+
一
九
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
易
敎
上
﹂

譯

�

古
g
隆
一

東 方 學 報
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六
+

二
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
易
敎
中
﹂

譯

�

古
g
隆
一

六
+
一
六
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
易
敎
下
﹂

譯

�

古
g
隆
一

七
+

四
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
書
敎
上
﹂

譯

�

福
谷

彬

七
+
二
一
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
書
敎
中
﹂

譯

�

中
原
佑
眞

九
+

一
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
書
敎
下
﹂

譯

�

內
山
直
樹

九
+
一
五
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
詩
敎
下
﹂

譯

�

竹
元
規
人

一
〇
+

六
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
詩
敎
上
﹂

譯

�

�
謁
昭
廣

一
〇
+
二
〇
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
經
解
上
﹂

譯

�

渡
邊

大

一
一
+
一
七
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
經
解
中
﹂

譯

�

土
口
C
記

一
二
+

一
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
一
﹁
經
解
下
﹂

譯

�

廖



飛

一
二
+
一
五
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
二
﹁
原
�
上
﹂

譯

�

(一
)

岩
井
茂
樹

二
〇
一
六
年
一
+
一
九
日

﹃
�
C
J
義
﹄
卷
二
﹁
原
�
上
﹂

譯

�

(二
)

永
田
知
之

二
+

二
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
二
﹁
原
�
中
﹂

譯

�

白
石
將
人

二
+
一
六
日

『
�
C
J
義
﹄
卷
二
﹁
原
�
下
﹂

譯

�

(一
)

山
口
智
弘

�
現
代
中
國
に
お
け
る
社
會
經
濟
制
度
の
再



班
長

村
上

衞

本
年
度
は
三
年
閒
行
わ
れ
て
き
た
B
班
を
C
班
と
し
て

一
年
t
長
す
る
か
た
ち
と
な
り
︑
實
質
�
に
四
年
目
の
�

n
年
度
に
あ
た
る
︒
そ
の
た
め
︑
j
u
は
硏
究
の
總
括
を

b
識
し
た
報
吿
を
中
心
に
︑
後
u
は
若
手
の
今
後
の
硏
究

を
見
据
え
た
報
吿
を
中
心
と
し
て
合
計
一
五
囘
の
硏
究
會

を
行
っ
た
︒
每
囘
の
參
加
者
數
は
二
十
數
名
で
あ
る
︒
本

硏
究
班
は
時
代
�
・
テ
ー
マ
�
に
廣
い
範
圍
を
�
う
た
め
︑

中
國
I
現
代
C
硏
究
者
の
み
な
ら
ず
︑


淸
C
硏
究
者
や

現
代
中
國
硏
究
者
︑
ま
た
人
�
科
學
系
だ
け
で
は
な
く
︑

社
會
科
學
系
の
經
濟
C
硏
究
者
に
參
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
︒
特
に
本
年
度
は
日
本
經
濟
C
を
專
門
と
す
る
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
を
招
聘
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
中
國
經
濟
の
あ

り
方
お
よ
び
中
國
經
濟
C
硏
究
の
特
性
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
︒
い
ず
れ
の
報
吿
に
關
し
て
も

活
發
に
討
論
が
行
わ
れ
︑
報
吿
・
討
論
の
時
閒
を
合
わ
せ

て
實
質
�
に
三
時
閒
を
超
w
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
︒
な

お
︑
本
硏
究
班
の
報
吿
書
は
現
在
<
集
を
	
め
て
お
り
︑

來
年
度
j
u
に
刊
行
豫
定
で
あ
る
︒

＊
括
弧
內
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

四
+
二
四
日

開
x
\
y
鮮
の
國
際
貿
易
と
華
商
の

活
動
︱
論
點
の
整
理

石
川
亮
太

(岡
本
隆
司
)

五
+
一
五
日

｢東
亞
病
夫
﹂
と
I
現
代
中
國

高
嶋

航

(石
川
禎
浩
)

五
+
二
九
日

照
市
}
租
︱
淸
代
巴
縣
地
方
の
田
租

﹁
減
免
﹂
慣
�
に
つ
い
て

凌

L

(岩
井
茂
樹
)

六
+
一
四
日

怨
中
國
円
國
j
後
の
印
刷
・
�
紙
業

界
に
つ
い
て
︱
初
\
の
北
京
怨
華
印

刷
廠

(一
九
四
九
～
一
九
五
二
年
)

を
中
心
に

楊

韜

(村
井
�
志
)

六
+
二
六
日

鋭
太
�
洋
學
�
會
議
に
み
る
科
學
の

制
度
�
と
國
際
�
︱
中
國
の
加
入
問

題
を
中
心
に武

上
眞
理
子

(塚
原
東
吾
)

一
〇
+

九
日

臺
灣
の
國
連
脫
�
と
沖
繩
︱
臺
灣
閒

海
底
ケ
ー
ブ
ル
布
設
問
題

貴
志
俊
彥

(
淸
水

麗
)

一
〇
+
二
三
日

香
x
貿
易
の
數
量
�
と
可
視
�
︱
淸

末
英
字
怨
聞
と
海
關
瓜
計
の
總
合
�

利
用

木
越
義
則

(宮
田
敏
之
)

一
一
+
一
三
日

I
代
中
國
に
お
け
る
紡
織
技
�
者
養

成
に
つ
い
て

富
澤
芳
亞

(澤
井

實
)

一
一
+
二
〇
日

日
本
瓜
治
\
に
お
け
る
臺
灣
人
の
移

動
︱
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
三
七
年

ま
で
中
國
大
陸
に
留
學
す
る
臺
灣
人

を
中
心
に

巫

靚

(上
田
貴
子
)

一
二
+
一
一
日

滿
洲
開
拓
基
督
敎
村
の
一
考
察

濱
田
直
也

(細
谷

亨
)

二
〇
一
六
年
一
+
一
五
日

上
海
租
界
二
重
國
籍
中
國
人
問
題
︱

會
審
公
廨
と
上
海
總
商
會
を
中
心
に

郭
ま
い
か

(中
山
大
將
)
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一
+
二
九
日

個
人
の
病
氣
か
民
族
の
病
氣
か
︱
I

代
中
國
に
お
け
る
肺
結
核
病
の
醫
療

社
會
C

瞿

艷
丹

(市
川
智
生
)

二
+
一
二
日



代
後
\
閩
南
に
お
け
る
開
x
と
海

寇

山
崎

嶽

(岡
本
隆
司
)

二
+
二
六
日

一
九
二
〇
年
代
廣
東
の
族
刊
雜
誌
と

宗
族

宮
內

�

(陳

來
幸
)

東
ア
ジ
ア
古
典
�
獻
コ
ー
パ
ス
の
應
用
硏
究

班
長

安
岡
孝
一

｢十
八
C
略
﹂
を
も
と
に
し
た
漢
�
コ
ー
パ
ス
を
作
成

し
︑
さ
ら
に
こ
の
漢
�
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
形
態
素
解
析

の
結
果
を
︑
人
名
;
報
の
抽
出
と
い
う
側
面
か
ら
檢
討
し

た
︒
人
名
;
報
の
う
ち
姓
氏
に
つ
い
て
は
︑
形
態
素
辭
書

へ
の
大
量
.
加
と
い
う
手
法
が
�
效
だ
と
の
感
觸
を
得
た
︒

一
方
︑
名
に
つ
い
て
は
︑
他
の
用
例
と
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

が
﹁
ス
ト
ー
リ
ー
﹂
�
體
で
囘
�
さ
れ
て
い
る
こ
と
が




し
︑﹁
ス
ト
ー
リ
ー
﹂
分
析
を
お
こ
な
う
必
�
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
ま
で
は
推
定
で
き
た
が
︑
自
動
抽
出
の
實

用
�
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒

四
+
一
〇
日

姓
氏
と
名
︑﹃
固
�
表
現
抽
出
に
お

け
る
エ
ラ
ー
分
析
﹄

五
+

八
日

姓
氏
と
名

五
+
二
二
日

星
と
樹
の
b
味
素
性
︑
品
詞
分
類

(
2
0
1
5
.5
.2
2
版
)
作
成

六
+

五
日

姓
氏
と
名
︑﹃
單
語
の
分
散
表
現
と

-
成
性
の
計
算
モ
デ
ル
の
發
展
﹄

六
+
一
九
日

w
o
rd
2
v
e
c

七
+

三
日

『十
八
C
略
﹄
w
o
rd
2
v
e
c
と
w
o
rd
2

p
h
ra
se

七
+
一
七
日

品
詞
分
類

(
2
0
1
5
.5
.2
2
版
)
に
お

け
る
﹁
世
﹂﹁
氣
﹂﹁
理
﹂﹁
�
﹂

九
+
一
四
日

｢螢
﹂
と
﹁
𧓌
﹂
と
﹃
三
才
圖
會
﹄

九
+
二
五
日

『正
字
J
﹄︑﹃
說
�
解
字
�
﹄
デ
ー
タ
︑

﹃
三
才
圖
會
﹄

一
〇
+

九
日

『倭
漢
三
才
圖
會
﹄︑
古
代
漢
語
語
料

庫

一
〇
+
二
三
日

科
學
硏
究
費
計
畫
R
書
チ
ェ
ッ
ク

一
一
+

六
日

姓
氏
と
名

一
一
+
二
七
日

氏
名
.
加
m
e
c
a
b
辭
書

一
二
+
一
一
日

地
名
を
含
む
官
職
に
つ
い
て
の
再
檢

討
︑
人
名
に
つ
い
て
の
再
檢
討

二
〇
一
六
年
一
+
八
日

�
n
報
吿
書
ゲ
ラ
稿

一
+
二
九
日

�
n
報
吿
書
完
成

三
+
一
八
日

｢東
洋
學
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利

用
﹂
第
二
七
囘
硏
究
セ
ミ
ナ
ー
に
て

成
果
發
表

淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
書
を
讀
む
︱
中
國
古
代
の
基
礎
�
料

班
長

淺
原
_
郞

引
き
續
き
﹃
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹄
第
二
册
の
繫
年

を
讀
ん
で
い
る
︒
讀
み
か
け
の
第
八
違
か
ら
始
め
て
︑
�

n
違
第
二
十
三
違
を
讀
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
每
違

讀
み
n
る
ご
と
に
︑
そ
の
違
の
讀
み
ど
こ
ろ
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
考
え
て
い
る
の
だ
が
︑
な
か
な
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
場
合
が
多
い
︒
し
か
し
し
だ
い
に
そ
れ
が
つ
か
め
て
來

て
い
る
と
い
う
手
ご
た
え
は
あ
る
︒
表
面
上
は
單
な
る
事

實
の
羅
列
に
見
え
る
が
︑
そ
こ
に
作
者
の
b
圖
が
隱
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
�
b
し
て
讀
む
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
︒

﹃
曰
古
﹄
第
二
十
四
號

(四
+
十
七
日
)︑
第
二
十
五
號

(
十
+
九
日
)
を
發
行
し
た
︒
第
二
十
四
號
に
は
︑
上
海

�
物
館
藏
楚
鯵
の
三
德
︑
鬼
神
之


・
融
師
�
成
氏
に
つ

い
て
の
讀
書
札
記
︑
同
じ
く
蘭
賦
の
�
列
に
つ
い
て
の
試

案
︑
さ
ら
に
淸
華
大
學
藏
鯵
・
楚
居
に
か
か
わ
る
試
論
を

揭
載
し
た
︒
第
二
十
五
號
に
は
學
生
班
員
に
よ
る
論
�
二

m
を
得
て
收
錄
し
た
︒
第
二
十
六
號
は
年
度
が
あ
け
て
四

+
十
五
日
刊
行
の
豫
定
で
あ
る
︒

四
+
一
七
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

八
違

(
四
六
)
鯵
よ
り

四
+
二
四
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

八
違

(四
八
)
鯵
よ
り

五
+

一
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

九
違

(五
〇
)
鯵
よ
り

五
+

八
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
違

(五
四
)
鯵
よ
り

五
+
一
五
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
一
違

(
五
六
)
鯵
よ
り

五
+
二
二
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
一
違

(五
七
)
鯵
よ
り

五
+
二
九
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
二
違

(六
一
)
鯵
よ
り

六
+

五
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
三
違

(
六
四
)
鯵
よ
り

六
+
一
二
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
四
違

(六
六
)
鯵
よ
り

六
+
一
九
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
四
違

(七
〇
)
鯵
よ
り

六
+
二
六
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第
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十
五
違

(七
四
)
鯵
よ
り

七
+

三
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
五
違

(七
七
)
鯵
よ
り

七
+
一
〇
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
五
違

(八
〇
)
鯵
よ
り

七
+
一
七
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
五
違

(八
二
)
鯵
よ
り

一
〇
+

二
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
六
違

(八
五
)
鯵
よ
り

一
〇
+

九
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
六
違

(八
八
)
鯵
よ
り

一
〇
+
二
三
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
七
違

(九
一
)
鯵
よ
り

一
〇
+
三
〇
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
八
違

(九
六
)
鯵
よ
り

一
一
+

六
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
八
違

(一
〇
〇
)
鯵
よ
り

一
一
+
一
三
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

十
九
違

(一
〇
四
)
鯵
よ
り

一
一
+
二
七
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
違

(一
〇
八
)
鯵
よ
り

一
二
+

四
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
違

(一
一
一
)
鯵
よ
り

一
二
+
一
一
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
一
違

(一
一
四
)
鯵
よ
り

一
二
+
一
八
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
一
違

(一
一
五
)
鯵
よ
り

二
〇
一
六
年
一
+
二
二
日

﹁
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
二
違

(一
一
九
)
鯵
よ
り

一
+
二
九
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
二
違

(一
一
九
)
鯵
よ
り

二
+

五
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
二
違

(一
二
一
)
鯵
よ
り

二
+
一
二
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
二
違

(一
二
三
)
鯵
よ
り

二
+
一
九
日

｢
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
鯵
﹂
繫
年
第

二
十
三
違

(一
二
六
)
鯵
よ
り

北
�
石
窟
寺
院
の
硏
究

班
長

岡
村
秀
典

水
野
淸
一
・
長
廣
敏
雄
﹃
雲
岡
石
窟
﹄

(
�
一
六
卷
三

二
册
︑
一
九
五
一
～
一
九
五
六
年
)
圖
版
解
說
の
會
讀
を

�
�
の
硏
究
會
で
實
施
し
︑
本
年
度
は
第
一
一
洞
と
第
一

二
洞
を
檢
討
し
た
︒
あ
わ
せ
て
班
員
の
硏
究
發
表
と
し
て
︑

二
〇
一
六
年
一
+
一
六
日
に
石
松
日
奈
子
﹁
山
西
省
�
定

開
河
寺
石
窟
の
隋
開
皇
元
年
�
崖
u
跏
大
佛
に
つ
い
て
︱

﹁
鎭
國
王
宴
雙
丈
八
﹂
銘
を
め
ぐ
っ
て
﹂︑
二
+
二
日
に
黃

盼
﹁
中
國
に
お
け
る
�
初
の
佛
敎
�
形
に
つ
い
て
﹂
を
實

施
す
る
ほ
か
︑
二
+
一
六
日
に
は
山
西
大
學
歷
C
�
�
學

院
 
師
の
王
煒
・
趙
¢
兩
先
生
を
圍
む
W
液
會
︑
三
+
一

五
日
に
は
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
學
漢
學
系
上
£
 
師

(J

S
P
S
外
國
人
招
へ
い
硏
究
者
)
外
村
中
﹁
キ
ジ
ル
石
窟

に
描
か
れ
た
大
乘
の
神
變
佛
に
つ
い
て
﹂
の
公
開
 
演
會

を
實
施
す
る
︒
ま
た
︑
當
硏
究
¤
と
中
國
社
會
科
學
院
考

古
硏
究
¤
と
の
共
同
<
集
に
よ
り
中
國
の
科
學
出
版
社
か

ら
刊
行
し
て
い
る
﹃
雲
岡
石
窟
﹄
中
英
語
版
の
う
ち
第
二

\
分

(第
八
～
第
一
六
卷
)
が
出
版
さ
れ
︑
增
補
の
第
三

\

(第
一
七
～
二
〇
卷
)
は
圖
版
册
の
校
正
ま
で
	
ん
だ
︒

四
+
一
四
日

雲
岡
石
窟
第
十
一
洞

發
表
者

黃

盼

四
+
二
八
日

雲
岡
石
窟
第
十
一
洞

五
+
二
六
日

同
右

六
+

九
日

同
右

六
+
二
三
日

同
右

七
+
一
四
日

同
右

七
+
二
八
日

同
右

一
〇
+
一
三
日

雲
岡
石
窟
第
十
二
洞

發
表
者

黃

盼

一
〇
+
二
七
日

同
右

一
一
+
一
〇
日

同
右

一
一
+
二
四
日

同
右

一
二
+

八
日

同
右

一
二
+
二
二
日

同
右

二
〇
一
六
年
一
+
一
二
日

同
右

一
+
一
九
日

山
西
省
�
定
開
河
寺
石
窟
の
隋
開
皇

元
年
�
崖
u
跏
大
佛
に
つ
い
て
︱

｢
鎭
國
王
宴
雙
丈
八
﹂
銘
を
め
ぐ
っ

て

石
松
日
奈
子

一
+
二
六
日

雲
岡
石
窟
第
十
二
洞

二
+

二
日

中
國
に
お
け
る
�
初
の
佛
敎
�
形
に

つ
い
て

黃

盼

二
+

九
日

雲
岡
石
窟
第
十
三
洞

桑
原
正



二
+
一
六
日

北
齊
韓
祖
念
墓
出
土
銅
器
硏
究
札
記

發
表
者

W
A
N
G
W
E
I

山
西
北
齊
長
城
考
察

Z
H
A
O
JIE

二
+
二
三
日

雲
岡
石
窟
第
十
三
洞

桑
原
正



三
+

八
日

同
右

彙 報
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三
+
一
五
日

キ
ジ
ル
石
窟
に
描
か
れ
た
大
乘
の
神

變
佛
に
つ
い
て

外
村

中

三
+
二
二
日

雲
岡
石
窟
第
十
三
洞

桑
原
正




�
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
ト
ラ
ン

ス
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

班
長

稻
葉

穰

本
硏
究
班
は
︑
中
央
ア
ジ
ア
︑
南
ア
ジ
ア
︑
西
ア
ジ
ア

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
﹁
歷
C
�
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
﹂
に
お
い
て
何
が
¯
き
て
き
た
の
か
︑
そ
こ
を
越
え
て

移
動
し
た
人
や
モ
ノ
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
超
え
た
先
で
い

か
に
機
能
し
た
の
か
を
︑
�
獻
°
料
や
出
土
°
料
を
も
と

に
檢
討
し
︑﹁
j
I
代
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
﹂
が

い
か
な
る
實
態
を
持
っ
て
い
た
の
か
︑
を


ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
�
と
し
て
計
畫
さ
れ
た
︒
本
年
は
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
周
邊
地
域
に
お
け
る
多
樣
な
�
�
W
液
に
關
す
る

硏
究
報
吿
と
竝
ん
で
︑
九
世
紀
に

A
b
u
D
u
la
f
に
よ
っ

て
執
筆
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
旅
行
記
で
あ
る
い
わ
ゆ
る

﹃
第
一
書
鯵
﹄
を
︑
二
〇
世
紀
初
頭
に
イ
ラ
ン
の
マ
シ
ュ

ハ
ド
で
發
見
さ
れ
た
貴
重
な
寫
本
に
基
づ
き
開
始
し
た
會

讀
し
た
︒

四
+
二
四
日

Ib
n
a
l-
F
a
q
īh
︑
K
itā
b
a
l-
B
u
ld
ā
n

會
讀

中
西
龍
也

五
+

八
日

法
隆
寺
・
東
大
寺
寶
物
に
見
ら
れ
る

﹁
イ
ラ
ン
�
�
﹂
：
エ
フ
タ
ル
と
ソ
グ

ド
の
影
»
に
つ
い
て

影
山
悅
子

五
+
二
二
日

j
I
代
イ
ン
ド
に
み
る
﹁
越
境
﹂
の

男
女
關
係
：
接
觸
が
作
り
出
す
﹁
境

界
﹂

和
田
郁
子

六
+
一
二
日

『ラ
ー
ジ
ャ
タ
ラ
ン
ギ
ニ
ー
﹄
の
ペ

ル
シ
ア
語
譯
と
﹃
ユ
ー
ス
フ
と
ズ
ラ

イ
ハ
ー
﹄
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
譯

に
つ
い
て

小
倉
智
C

七
+
一
〇
日

一
六
世
紀
中
葉
イ
ン
ド
・
中
央
ア
ジ

ア
・
イ
ラ
ン
の
旅
：
オ
ス
マ
ン
海
軍

提
督
の
記
錄
か
ら

今
松

泰

七
+
二
四
日

ふ
た
つ
の
海
の
ス
ル
タ
ー
ン
：
�
獻

°
料
と
刻
銘
�
°
料
の
接
點井

谷
鋼
�

九
+
二
五
日

バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
大
佛
に
關
す
る
イ
ス

ラ
ム
°
料
の
記
営
に
つ
い
て稻

葉

穰

一
〇
+
二
三
日

Ib
n
a
l-
F
a
q
ā
h
︑
K
itā
b
a
l-
B
u
ld
ā
n

會
讀

宮
本
亮
一

一
一
+
一
三
日

タ
キ
シ
ラ
と
イ
ン
ダ
ス
上
液
：
二
〇

一
五
年
現
地
R
査
の
報
吿

內
記

理

一
一
+
二
七
日

コ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
の
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン

デ
ィ
ー
ヤ
と
カ
ー
デ
ィ
リ
ー
ヤ
：
ム

ジ
ャ
ッ
デ
ィ
デ
ィ
ー
科
硏
イ
ラ
ン
R

査
報
吿

川
本
正
知
・
杉
山
½
樹

一
二
+
一
一
日

A
b
ū
D
u
la
f
M
is̒
a
l
ib
n
M
u
h
a
lh
il︑

R
isā
la
a
l-
a
w
w
a
l
會
讀

稻
葉

穰

二
〇
一
六
年
一
+
一
五
日

A
b
ū
D
u
la
f
M
is̒
a
l
ib
n
M
u
h
a
lh
il︑

R
isā
la
a
l-
a
w
w
a
l
會
讀

稻
葉

穰

二
+
一
九
日

中
國
ム
ス
リ
ム
と
ウ
ン
マ

中
西
龍
也

三
+
二
五
日

『集
C
﹄
イ
ン
ド
C
・
釋
£
牟
尼
傳

を
め
ぐ
る
諸
問
題

小
倉
智
C

毛
澤
東
に
關
す
る
人
�
學
�
硏
究

班
長

石
川
禎
浩

硏
究
目
�
の
_
成
に
I
づ
く
べ
く
︑
�
�
開
催
の
硏
究

班
例
會
を
中
心
に
活
動
を
	
め
た
︒
班
員
は
三
〇
數
名
︑

每
囘
の
硏
究
班
例
會
の
出
席
者
は
二
〇
名
Â
度
で
あ
っ
た
︒

硏
究
班
で
は
︑
ま
ず
報
吿
者
が
一
時
閒
u
Â
度
の
報
吿
を

行
っ
た
あ
と
︑
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
三
〇
分
Â
度
の
批
Ã

を
加
え
︑
そ
の
上
で
�
體
討
論
を
實
施
す
る
と
い
う
形
式

を
取
っ
た
︒
報
吿
用
レ
ジ
ュ
メ
を
事
j
に
班
員
に
�
布
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑
初
年
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑

活
發
な
議
論
が
可
能
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
二
名
の
招
聘
外

國
人
學
者
と
一
名
の
外
國
人
共
同
硏
究
員
を
は
じ
め
︑

(
S
と
し
て
中
華
人
民
共
和
國
か
ら
の
)
複
數
の
外
國
人

硏
究
者
・
院
生
が
繼
續
�
に
參
加
し
て
い
る
こ
と
も
本
硏

究
班
の
特
色
で
あ
り
︑
彼
ら
と
の
討
論
を
J
じ
て
︑
毛
澤

東
に
關
す
る
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
︒

＊
括
弧
內
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

四
+
一
七
日

毛
澤
東
硏
究
班
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て

發
表
者

石
川
禎
浩

五
+

八
日

｢
毛
澤
東
時
代
﹂
再
考

發
表
者

田
中

仁

大
阪
大

(谷
川
眞
一
)

五
+
二
二
日

林
彪
Ä
將
軍
の
囘
想
錄
︱
︱
吳
法
憲

﹃
歲
+
艱
難

吳
法
憲
囘
憶
錄
﹄
を

中
心
に

發
表
者

瀨
戶

宏

(武
上
眞
理
子
)

六
+

五
日

靑
年
毛
澤
東
の
再
檢
討
︱
︱
胡
d
と

の
關
係
を
¯
點
と
し
て
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566



發
表
者

森
川
裕
貫

(三
田
剛
C
)

六
+
一
九
日

毛
澤
東
と
男
性
性

發
表
者

高
嶋

航

(韓

燕
麗
)

七
+
一
〇
日

毛
Ë
Ì
快
樂
！

︱
︱
毛
澤
東
Ë
生

記
念
日
の
硏
究發

表
者

小
野
寺
C
郞

(山
崎

嶽
)

一
〇
+

二
日

毛
澤
東
政
治
と
陰
謀
論

發
表
者

谷
川
眞
一

(江
田
憲
治
)

一
〇
+
一
六
日

一
九
五
〇
年
代
中
國
の
經
濟
學
界
と

毛
澤
東

發
表
者

三
田
剛
C

(小
野
寺
C
郞
)

一
〇
+
三
〇
日

毛
澤
東
の
農
村
R
査
と
華
南
農
村
社

會
發
表
者

村
上

衞

(蒲

豐
彥
)

一
一
+

六
日

毛
澤
東
の
﹁
農
村
に
よ
る
都
市
の
Î

圍
論
﹂
の
形
成
に
つ
い
て
﹂

發
表
者

江
田
憲
治

(森
川
裕
貫
)

一
一
+
二
七
日

毛
澤
東
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
︱
日
中
戰

爭
\
か
ら
円
國
初
\
に
お
け
る
物
語

の
成
立
と
展
開

發
表
者

丸
田
孝
志

(高
嶋

航
)

一
二
+
一
八
日

中
國
の
現
代
美
�
か
ら
み
る
毛
澤
東

圖
宴
の
﹁
價
値
﹂

發
表
者

漆

麟

(范

叔
如
)

二
〇
一
六
年
一
+
二
二
日

毛
澤
東
の
都
市
觀
︱
円
國
初
\
の
北

京
を
例
に
︱

發
表
者

島
田
美
和

(柴
田
陽
一
)

二
+

五
日

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
由
來
の
﹁
毛
澤
東
傳

略
﹂
手
稿
本
に
つ
い
て

發
表
者

石
川
禎
浩

(丸
田
孝
志
)

二
+
一
九
日

紅
衞
兵
°
料
整
理
の
現
狀
に
關
す
る

報
吿
と
展
G

發
表
者

G
+
直
人
・
小
堀
愼
悟

(谷
川
眞
一
)

三
+

四
日

毛
澤
東
と
怨
中
國
の
民
族
工
作
︱
怨

疆
に
お
け
る
黨
政
軍
の
Ï
Ð
に
關
す

る
初
步
�
考
察
︱

發
表
者

吉
田
豐
子

(田
中

仁
)

三
+
一
八
日

毛
澤
東
の
歷
C
觀
︱
そ
の
背
景
と
形

成
w
Â
︱

發
表
者

山
崎

嶽

(岩
井
茂
樹
)

東
ア
ジ
ア
の
宗
敎
�
�
と
自
然
學

班
長

武
田
時
昌

東
ア
ジ
ア
の
自
然
學
の
形
成
と
展
開
に
お
い
て
︑
宗
敎

�
�
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
︒
宇
宙
論
や
世
界
觀
に

關
し
て
︑
古
代
の
蓋
天
說
︑
渾
天
說
が
佛
敎
の
唱
え
た
須

彌
山
說
︑
イ
エ
ズ
ス
會
士
が
も
た
ら
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
宇
宙
-
�
論
N
び
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
說
に
發
端
す

る
I
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
怨
知
識
の
傳
來
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
變
容
を
Ó
け
た
の
か
に
つ
い
て
具
體
�
な
樣
相
を

探
っ
た
︒
と
り
わ
け
︑
圓
J
の
﹃
佛
國
曆
象
<
﹄
を
讀
解

し
な
が
ら
︑
方
以
智
︑
梅
�
鼎
等
の
著
作
や
本
木
良
永
︑

志
筑
忠
雄
の
地
動
說
︑
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
學
に
關
す
る
�

譯
書
を
め
ぐ
る
日
本
I
世
�
な
展
開
を
︑
比
�
�
�
論
�

な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
分
析
�
に
考
察
し
た
︒
ま
た
︑
�
敎

�
�
と
の
關
わ
り
を
探
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
︑
象

數
易
や
占
�
へ
の
ï
N
�
な
考
察
を
試
み
︑
班
員
に
よ
る

硏
究
發
表
を
行
い
な
が
ら
︑
先
秦
方
�
か
ら
�
敎
︑
�
數

學
へ
の
C
�
展
開
を
討
議
し
た
︒
六
+
中
旬
に
は
國
內
外

の
天
�
學
者
︑
科
學
C
家
を
多
數
招
聘
し
て
古
今
の
宇
宙

論
に
關
す
る
ア
ジ
ア
傳
瓜
科
學
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(
藪
內
淸
�
士
.
悼
硏
究
集
會
二
〇
一
五
)
を
開
催
し
︑

一
二
+
に
は
形
の
�
�
硏
究
會

(
代
表
：
山
口
義
久
大
阪

府
立
大
學
名
譽
敎
×
)
と
の
共
催
で
硏
究
集
會
を
行
っ
た
︒

四
+
一
五
日

正
覺
寺
の
須
彌
象
に
つ
い
て宮

島
一
彥

善
兵
衞
ラ
ン
ド
の
�
天
儀
に
つ
い
て

梅
林
Ø
爾

五
+
一
〇
日

阿
彌
陀
寺
の
須
彌
象
の
R
査
に
つ
い

て

發
表
者

宮
島
一
彥

﹃
佛
國
曆
象
<
﹄
卷
之
五
﹁
論
五
星

測
騐
¯
於
印
度
﹂

B
ill
M
a
k
(麥

�
彪
)

五
+
二
四
日

九
宮
に
つ
い
て

淸
水
浩
子

占
書
﹃
禮
雲
含
�
嘉
﹄
に
見
え
る
G

氣
�
と
取
寶
儀
禮

佐
々
木
聰

六
+
一
四
日

正
覺
寺
の
R
査

宮
島
一
彥

﹃
佛
國
曆
象
<
﹄
卷
之
五
﹁
論
五
星

測
騐
¯
於
印
度
﹂
(續
)

發
表
者

B
ill
M
a
k
(麥

�
彪
)

六
+
一
八
日

藪
內
淸
�
士
.
悼

ア
ジ
ア
傳
瓜
科

學
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
一
五

公
開
 
演
會
﹁
時
空
を
超
え
て
W
差

す
る
宇
宙
觀
︱
自
然
科
學
者
と
人
�

學
者
が
語
る
宇
宙
觀
︱
﹂

司
會

武
田
時
昌

彙 報
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宇
宙
に
ま
つ
わ
る
ア
ジ
ア
の
神
話
・

傳
說
と
宇
宙
觀

海
部
宣
男

宿
Ú
�
に
み
ら
れ
る
イ
ン
ド
の
天
�

學
と
占
星
�

矢
野
�
雄

六
+
一
八
日

藪
內
淸
�
士
.
悼

ア
ジ
ア
傳
瓜
科

學
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
一
五

﹁
古
今
の
宇
宙
觀
﹂
A
n
In
te
rd
isc
i-

p
lin
a
ry
In
v
e
stig
a
tio
n
in
to
O
v
e
r-

la
p
p
in
g
C
o
sm
o
lo
g
ie
s

司
會

B
ill
M
a
k
(麥

�
彪
)

B
e
y
o
n
d
S
c
ie
n
c
e
:In
d
ia
n
-
C
h
in
e
se

A
stro
n
o
m
y

in

th
e

P
o
p
u
la
r

R
e
a
lm

T
a
n
se
n
S
e
n

T
a
lly
in
g
w
ith
H
e
a
v
e
n
:
th
e
F
u
-
tia
n

符
天

in
th
e
N
a
tu
ra
liz
a
tio
n
o
f
a

“
w
e
ste
rn
”

A
stra
l
S
c
ie
n
c
e

in

C
h
in
a

諫
早
庸
一

B
u
d
d
h
ist
C
o
sm
o
lo
g
y
in
B
h
u
ta
n
-

e
se
M
u
ra
ls
:
A
n
Ic
o
n
o
g
ra
p
h
ic

U
n
d
e
rsta
n
d
in
g
o
f
th
e
N
e
g
o
tia
-

tio
n

b
e
tw
e
e
n

K
ā
la
c
a
k
ra

a
n
d

A
b
h
id
h
a
rm
a
k
o
śa
C
o
sm
o
lo
g
ie
s

E
ric
H
u
n
tin
g
to
n

A

S
u
p
e
rn
o
v
a

in

th
e

H
e
ia
n

P
e
rio
d
:
th
e
H
isto
ric
a
l
R
e
c
o
rd

a
n
d
M
o
d
e
rn
A
stro
n
o
m
y小

山
g
二

A
n
c
ie
n
t
S
o
la
r
A
c
tiv
itie
s
R
e
c
-

o
rd
e
d
in
L
ite
ra
tu
re

早
川
尙
志

六
+
一
九
日

ア
ジ
ア
傳
瓜
科
學
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
二
〇
一
五
﹁
古
今
の
宇
宙
觀
﹂

A
n

In
te
rd
isc
ip
lin
a
ry

In
v
e
stig
a
-

tio
n
in
to
O
v
e
rla
p
p
in
g
C
o
sm
o
lo
g
ie
s

司
會

B
ill
M
a
k
(麥
�
彪
)

F
e
n
g
sh
u
i
P
ro
te
c
tio
n
:T
h
e
F
o
u
r

M
y
th
ic
a
l
B
e
a
sts

a
n
d

S
h
in
to

S
h
rin
e
s

E
lle
n
v
a
n
G
o
e
th
e
m

R
e
p
re
se
n
tin
g

th
e

U
n
k
n
o
w
n
:

T
h
e
E
ig
h
th
-
C
e
n
tu
ry
P
e
d
e
sta
l
o
f

Y
a
k
u
sh
iji̓s
M
a
ste
r
o
f
M
e
d
ic
in
e

B
u
d
d
h
a

C
y
n
th
e
a
J.
B
o
g
e
l

P
o
e
tic
iz
e
d
C
o
sm
o
lo
g
ie
s
:
P
o
st-

M
o
d
e
rn
R
e
a
lm
s
a
n
d
D
e
d
ic
a
to
ry

P
ra
y
e
rs
in
A
n
c
ie
n
t
Ja
p
a
n

B
ry
a
n
L
o
w
e

T
o
rto
ise
S
h
e
lls
a
s
C
ro
ss-
C
u
ltu
ra
l

C
o
m
p
a
ss
:
C
h
in
e
se
a
n
d
T
ib
e
ta
n

S
im
ila
ritie
s

A
n
n
a
-
A
le
x
a
n
d
ra
F
o
d
d
e
R
e
g
u
e
r

H
o
w

a
C
o
n
fu
c
ia
n
W
o
rld
-
V
ie
w

In
te
g
ra
te
d
N
e
w

K
n
o
w
le
d
g
e
o
f

E
u
ro
p
e

a
n
d

S
o
u
th
e
a
st

A
sia

w
ith
in
a
T
ra
d
itio
n
a
l
F
ra
m
e
w
o
rk

C
in
d
y
P
o
stm
a

A

S
p
h
e
re
U
n
to
Itse
lf
:
th
e
D
e
a
th

a
n
d

M
e
d
ie
v
a
l
F
ra
m
in
g

o
f
th
e

H
isto
ry
o
f
C
h
in
e
se
C
o
sm
o
g
ra
p
h
y

D
a
n
ie
l
P
.M
o
rg
a
n

C
o
sm
o
lo
g
y
a
t
th
e
C
ro
ssro
a
d
s
:

th
e
H
a
rv
a
rd
T
ra
ib
h
u
m
i
M
a
n
u
-

sc
rip
t

P
e
te
r
S
k
illin
g

七
+
一
九
日

『歌
川
國
芳
﹁
智
多
星
吳
用
﹂
と
古

觀
象
臺
の
觀
測
器
﹄
に
つ
い
て
・
キ

ト
ラ
古
墳
天
�
圖
の
年
代
お
よ
び
雲

度
に
關
す
る
怨
說
に
つ
い
て
・﹃
佛

國
曆
象
<
﹄
卷
之
五
﹁
論
西
洋
測
量

無
¤
d
從
﹂﹁
論
日
+
體
量
內
外
諸

說
不
同
﹂

宮
島
一
彥

八
+

一
日

馬
王
堆
帛
書
︽
陰
陽
五
行
︾
甲
m
�

體
-
�
の
復
原
に
つ
い
て

名
和
敏
光

九
+
一
一
日

渾
天
壹
瓜
星
象
�
圖
と
渾
天
儀
の
R

査
報
吿

宮
島
一
彥

﹃
佛
國
曆
象
<
﹄
卷
之
五
﹁
論
言
輿

地
廣
狹
內
外
典
其
說
大
衣
﹂小

林
�
行

﹃
佛
國
曆
象
<
﹄
卷
之
五
﹁
論
周
髀

¤
言
四
極
Ì
氣
之
差
與
佛
說
契
合
﹂

梅
林
Ø
爾

一
〇
+

一
日

『佛
國
曆
象
<
﹄
卷
之
五
﹁
論
周
髀

¤
言
四
極
Ì
氣
之
差
與
佛
說
契
合
﹂

(續
)

梅
林
Ø
爾

一
一
+

五
日

『佛
國
曆
象
<
﹄
卷
之
五
﹁
論
周
髀

¤
言
四
極
Ì
氣
之
差
與
佛
說
契
合
﹂

(
續
)︑﹁
論
西
法
地
度
不
合
其
實
﹂

宮
島
一
彥

一
二
+

三
日

『佛
國
曆
象
<
﹄
卷
之
五
﹁
論
世
閒

東 方 學 報
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天
說
正
與
í
竝
不
出
南
方
一
洲
義
﹂

﹁
擧
周
髀
之
正
以
î
西
說
不
經
﹂

小
林
�
行

一
二
+
一
九
日

無
と
�
を
繫
ぐ
世
界

�
�
の
槪
念
と
問
題
點
～
�
�
人
類

學
と
形
の
�
�
硏
究
に
お
け
る
視
點

の
ð
い

片
桐
尉
晶

中
國
I
世
易
圖
說
怨
探

金

東
鎭

易
の
¯
源
と
そ
の
-
�
︱
怨
出
土
°

料
に
よ
る

大
野
裕
司

言
は
b
を
盡
く
さ
ず
︱
中
國
�
不
可

知
論

武
田
時
昌

二
〇
一
六
年
一
+
七
日

﹃
佛
國
曆
象
<
﹄
卷
三
﹁
論
泳
曆
大

槪
﹂

宮
島
一
彥
・
矢
野
�
雄

一
+

九
日

東
京
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
二
〇
一
六

﹃
金
瓶
梅
﹄
の
葬
禮
に
お
け
る
居
ñ

空
閒
と
女
性

上
な
つ
き

尙
書
大
傳
初
探

伊
ò
裕
水

類
書
に
見
る
﹁
衣
界
﹂
訪
問
譚
の
變

	

伊
ò
令
子

圍
碁
の
極
b
と
魅
力

李

違
元

二
+

四
日

『佛
國
曆
象
<
﹄
卷
三
﹁
論
泳
曆
大

槪
﹂
(續
)

矢
野
�
雄

三
+

三
日

『佛
國
曆
象
<
﹄
卷
三
﹁
論
泳
曆
大

槪
﹂
(續
)﹁
探
大
藏
中
出
泳
曆
立
法

不
同
十
二
﹂

矢
野
�
雄

人
�
學
硏
究
部

�
代
天
皇
制
と
社
會

班
長

高
木
�
志

｢天
皇
﹂
個
人
や
﹁
天
皇
宴
﹂︑
あ
る
い
は
單
な
る
政
治

w
Â
で
な
く
︑
天
皇
制
を
國
家
や
社
會
と
の
か
か
わ
り
で

考
え
る
問
題
b
識
を
も
っ
て
︑
硏
究
會
を
積
み
重
ね
た
︒

一
〇
囘
の
硏
究
會
で
は
︑
天
皇
制
を
め
ぐ
っ
て
︑
陵
墓
・

由
緖
寺
院
・
タ
イ
の
王
權
・
美
�
な
ど
多
樣
な
問
題
を
�

う
と
と
も
に
︑
地
域
社
會
論
や
大
學
設
立
問
題
な
ど
も
議

論
さ
れ
た
︒
五
+
一
六
日
に
は
大
山
古
墳
周
邊
と
堺
市
に

お
け
る
ô
見
の
の
ち
︑
I
代
の
�
�
財
保
護
や
百
舌
鳥
古

墳
群
を
め
ぐ
る
硏
究
會
を
お
こ
な
っ
た
︒
さ
ら
に
九
+
一

八
～
一
九
日
に
は
︑
伊
勢
神
宮
や
y
熊
山
・
二
見
浦
へ
の

ô
見
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
︑
古
市
の
y
吉
旅
館
で
伊
勢

神
宮
を
め
ぐ
る
硏
究
會
を
︑
地
元
の
硏
究
者
の
參
加
を
え

て
お
こ
な
っ
た
︒
一
二
+
一
九
日
に
は
︑
國
際
シ
ン
ポ

﹁
日
淸
戰
爭
と
東
學
農
民
戰
爭
︱
そ
の
東
ア
ジ
ア
C
�
位

置
﹂
を
も
ち
︑
東
學
農
民
軍
に
對
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の

實
態
︑
東
學
農
民
戰
爭
硏
究
の
到
_
點
な
ど
が
議
論
さ
れ

た
︒
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
元
に
︑﹃
人
�
學
報
﹄
の
特

集
號
を
く
む
豫
定
で
あ
る
︒
ま
た
U
年
度
以
影
︑
共
同
硏

究
報
吿
書
﹃
I
代
天
皇
制
と
社
會
﹄
の
刊
行
に
む
け
て
動

き
始
め
た
︒

現
代
／
世
界
と
は
何
か
？
︱
︱
人
�
學
の
視
點
か
ら

班
長

山
室
信
一
・
小
關
隆

本
年
四
+
二
五
日
の
旗
揚
げ
硏
究
會
以
影
︑
一
九
一
六

年
一
+
一
八
日
ま
で
に
ト
ー
タ
ル
で
一
一
囘
の
硏
究
會
を

開
催
し
た

(二
〇
一
六
年
二
+
ま
で
に
さ
ら
に
二
囘
を
豫

定
し
て
い
る
)︒
時
に
は
大
會
議
室
の
利
用
が
必
�
に
な

る
ほ
ど
の
數
の
出
席
者
を
得
︑
各
囘
の
報
吿
・
討
論
も
閏

實
し
た
內
容
で
あ
っ
た
︒
本
年
度
の
實
施
に
か
か
わ
っ
て

特
筆
す
べ
き
點
に
は
︑﹁
õ
世
界
の
人
�
學
﹂
班
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
開
催

(本
年
七
+
一
八
日
)
が
あ
っ
た
こ
と

(二
〇
一
六
年
度
二
+
一
五
日
に
も
豫
定
さ
れ
て
い
る
)︑

ま
た
一
一
+
二
八
～
二
九
日
に
國
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

﹁
歷
C
と
記
憶
の
政
治
と
そ
の
紛
爭
：
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
め

ぐ
る
東
西
の
對
比
と
對
話
の
試
み
﹂
(關
西
學
院
大
學
)

を
共
催
し
た
こ
と
︑
が
あ
る
︒
二
〇
一
六
年
度
に
も
ジ
ョ

イ
ン
ト
開
催
を
繼
續
す
る
と
と
も
に
︑
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

(﹁
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歷
C
ö
識
と
歷
C
敎
育

(
假
)﹂
の
企
畫
も
	
行
中
で
あ
る
︒

�
世
界
の
人
�
學
︱
︱
生
き
も
の
・
な
り
わ
い
・
わ
ざ

班
長

大
浦
康
介

初
年
度
で
あ
る
本
年
度
は
︑
班
長

(大
浦
)
と
副
班
長

(
ò
原
・
石
井
)
に
よ
る
本
共
同
硏
究
の
趣
旨
說


の
あ

と
︑
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
︑
木
村
敏
︑
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
ら

の
基
本
�
獻
の
會
讀
と
︑
¤
內
外
の
班
員
や
ゲ
ス
ト
に
よ

る
動
物
論
︑
生
業
論
︑
科
學
技
�
論
等
に
か
ん
す
る
自
由

發
表
と
い
う
形
で
硏
究
會
を
催
し
た
︒
な
お
︑
こ
の
う
ち

數
囘
は
﹁
現
代
／
世
界
﹂
班
と
の
合
同
開
催
と
し
た
︒

ア
ジ
ア
の
�
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
社
會
秩
序

班
長

籠
谷
直
人

本
年
度
は
三
年
閒
行
わ
れ
て
き
た
B
班
を
C
班
と
し
て

一
年
t
長
す
る
か
た
ち
と
な
り
︑
實
質
�
に
四
年
目
の
�

n
年
度
に
あ
た
る
︒
そ
の
た
め
本
年
度
は
︑
成
果
報
吿
書

作
成
の
た
め
の
各
自
の
論
�
執
筆
\
閒
と
し
た
︒
硏
究
成

果
は
成
果
報
吿
書
と
し
て
出
版
豫
定
で
あ
り
が
︑
一
部
は

人
�
學
報
に
投
稿
豫
定
で
あ
る
︒

三
+

六
日

成
果
報
吿
書
作
成
に
む
け
て

彙 報
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I
代
ø
民
地
都
市
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
Ë

生

ø
村
泰
夫

蘭
領
イ
ン
ド
に
お
け
る
技
�
者
敎
育

と
工
學

松
田
浩
子

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
會
社
の
貿
易
と

バ
タ
ヴ
ィ
ア
︱
一
八
世
紀
j
u
バ
タ

ヴ
ィ
ア
の
オ
ラ
ン
ダ
本
國
貿
易
と
ア

ジ
ア
城
內
貿
易

島
田
龍
登

ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
臺
灣
Î
種
茶
の



N
と
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク工

ò
裕
子

一
九
三
〇
年
代
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
お
け

る
日
本
製
綿
製
品
の
液
J
と
華
僑
華

人

泉
川




バ
タ
ヴ
ィ
ア
円
設
以
j
の
ジ
ャ
ワ
と

中
國
︱


代
華
人
の
活
動
を
中
心
に

山
崎

嶽

バ
タ
ヴ
ィ
ア
華
人
と
中
國
︱
一
七
-

一
九
世
紀
バ
タ
ヴ
ィ
ア
公
館
公
安
ù

か
ら
見
た
一
考
察

城
山
智
子

﹁
c
人
﹂
の
現
地
d
應
と
戰
略

(ス

ケ
ル
ト
ン
)

岩
井
茂
樹

二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
客
家
系
華

僑
の
臺
頭
ア
ジ
ア
W
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
︱
梅
縣
南
口
鎭
潘
家
を
手
掛
か
り

に

陳

來
幸

一
九
世
紀
後
u
に
お
け
る
﹁
英
蘭

型
﹂
國
際
經
濟
秩
序
の
形
成
と
イ
ー

ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
の
東
南
ア
ジ
ア
展

開

川
村
ú
貴

日
中
戰
爭
・
ア
ジ
ア
太
�
洋
戰
爭
�
�
鮮
社
會
の
諸
相

班
長

水
野
直
樹

本
年
度
は
七
囘
の
硏
究
會
︑
一
囘
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
︒
硏
究
發
表
︑
°
料
紹
介
︑
書
Ã
な
ど
︑
計
一

八
の
發
表
を
行
な
い
︑
質
疑
應
答
︑
;
報
W
奄
を
J
じ
て
︑

問
題
b
識
︑
視
點
︑
°
料
解
釋
な
ど
に
關
し
て
活
發
に
討

論
し
た
︒
特
に
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
韓
國
か
ら
中
堅
硏

究
者
二
名
を
招
い
て
︑
戰
時
\
y
鮮
社
會
の
狀
況
に
關
す

る
怨
た
な
硏
究
狀
況
や
怨
た
な
°
料
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
い
︑
日
韓
の
歷
C
硏
究
者
の
W
液
と
相
互
討
論
を

圖
っ
た
︒
こ
れ
ら
の
硏
究
發
表
に
よ
り
︑
戰
時
\
の
y
鮮

社
會
に
つ
い
て
︑
と
く
に
怨
°
料
の
發
掘
と
分
析
が
大
き

く
	
展
し
た
︒

｢
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
﹂
準
備
硏
究

班
長

ò
井
正
人

昨
年
度
は
j
の
共
同
硏
究
の
積
み
殘
し
に
活
動
の
大
u

を
費
や
し
た
た
め
に
︑
本
年
度

(第
二
年
度
)
が
二
年
閒

の
本
共
同
硏
究
の
實
質
�
な
硏
究
\
閒
と
な
っ
て
い
る
︒

來
年
度
︑
開
始
豫
定
の
﹁
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ

イ
ズ
ム
﹂
の
本
硏
究
へ
の
準
備
と
し
て
︑
班
員
の
分
野
を

廣
げ
︑
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
敎

(タ
ン
ト
ラ
)︑
ジ
ャ
イ
ナ
敎
︑

佛
敎
︑
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ム
C
︑
南
ア
ジ
ア
人
類
學
の
硏

究
者
を
怨
た
に
班
員
に
加
え
た
︒
本
年
度
の
初
囘
に
︑
硏

究
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
確
ö
す
る
と
と
も
に
︑
班
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
專
門
分
野
か
ら
﹁
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
ヒ
ン

ド
ゥ
イ
ズ
ム
﹂
準
備
硏
究
お
よ
び
本
硏
究
に
ど
の
よ
う
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
に
つ
い
て
檢
討
し
た
︒
以
影
の
硏
究

會
で
は
︑
初
\
の
ヴ
ェ
ー
ダ
�
獻
に
現
れ
る
祕
儀
�
な
傾

向
︑
南
イ
ン
ド
・
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
バ
ラ
モ
ン
社
會
に
お
け

る
ヴ
ェ
ー
ダ
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
敎

(タ
ン
ト
ラ
)
の
現
狀
分

析
︑
な
ど
の
報
吿
を
行
っ
た
︒
な
お
︑
三
+
に
外
國
か
ら

硏
究
者
を
招
い
て
︑
﹁
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
イ

ズ
ム
﹂
本
硏
究
へ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
の
た
め
の
國
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
︒

ウ
メ
サ
オ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
射
�

班
長

田
中
½
一

本
硏
究
會
は
以
下
の
三
つ
の
活
動
か
ら
な
る
︒
(二
)

と

(三
)
は
﹁
み
や
こ
の
學
�
°
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
と

連
携
し
て
行
っ
て
い
る
︒
(一
)
硏
究
發
表
：
梅
棹
の
關

心
や
業
績
は
多
岐
に
わ
た
る
︒
こ
れ
ら
を
整
理
し
︑
S
�

な
テ
ク
ス
ト
讀
み
︑
そ
れ
に
基
づ
い
て
硏
究
會
を
行
う
︒

(二
)
紙
媒
體
°
料
の
デ
ジ
タ
ル
�
：
具
體
�
に
は
︑
人

�
科
學
硏
究
¤
に
殘
さ
れ
て
い
る
社
會
人
類
學
 
座
の
梅

棹
關
係
の
書
類
を
項
目
ご
と
に
分
類
し
︑
デ
ジ
タ
ル
�
し
︑

整
理
し
て
い
る
︒
デ
ジ
タ
ル
�
さ
れ
た
�
書
の
リ
ス
ト
を

作
成
︑
詳
細
な
說


を
つ
け
た
°
料
も
作
成
中
で
あ
る

(
今
年
度
n
了
豫
定
)︒
(三
)
テ
ー
プ
°
料
の
デ
ジ
タ
ル

�
：
京
大
在
籍
中
の
梅
棹
忠
夫
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る

が
︑
そ
の
ひ
と
つ
が
I
衞
ロ
ン
ド
と
い
う
硏
究
會
・
自
S

 
義
で
あ
っ
た
︒
當
時
の
會
合
を
記
錄
し
て
い
た
オ
ー
プ

ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
を
︑
昨
年
も
引
き
續
き
外
�
し
て
デ
ジ

タ
ル
�
し
て
い
る
︒

｢
ヴ
ァ
ー
ド
ゥ
ー
ラ
・
シ
ュ
ラ
ウ
タ
ス
ー
ト
ラ
﹂
硏
究

班
長

井
狩
彌
介
︑
ò
井
正
人

ヴ
ァ
ー
ド
ゥ
ー
ラ
・
シ
ュ
ラ
ウ
タ
ス
ー
ト
ラ
の
第
八
違

(ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
)
を
硏
究
對
象
に
し
て
︑
井
狩

(班
長
)
が
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
譯
�
を
作
成
し
︑
硏
究
會

で
報
吿
す
る
と
と
も
に
︑
參
加
者
�
員
に
よ
っ
て
檢
討
を
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行
っ
た
︒
初
囘
の
ヴ
ァ
ー
ド
ゥ
ー
ラ
學
Ä
と
そ
の
現
存
�

獻
に
關
す
る
槪
說
を
Ó
け
て
︑
第
二
囘
よ
り
テ
キ
ス
ト
の

會
讀
を
中
心
に
︑
補
說
�
な
硏
究
を
混
ぜ
な
が
ら
共
同
硏

究
を
	
め
た
︒
今
年
度
︑
檢
討
し
た
テ
キ
ス
ト
の
S
題
は
︑

祭
式
材
料
の
準
備
︑
テ
ィ
ロ
ー
ダ
ー
女
神
と
ブ
ラ
フ
マ
ン

の
た
め
の
獻
供
︑
ウ
カ
ー
土
器
の
た
め
の
粘
土
收
集
に
關

す
る
諸
祭
事
な
ど
で
あ
る
︒
補
說
�
な
硏
究
と
し
て
は
︑

豐
穰
の
觀
念
に
關
わ
る
プ
リ
ー
シ
ャ
と
い
う
難
語
に
つ
い

て
報
吿
を
行
っ
た
︒

公
募
型
硏
究
班

�
境
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
：

自
然
︑
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
︑
�
境
變
動
に
關
す
る
比
�
硏
究

班
長

森
田
敦
郞

共
同
硏
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
�
n
年
度
で
あ
る
本
年
度

は
︑
硏
究
成
果
の
國
際
發
信
と
總
括
に
重
點
を
お
い
て
硏

究
會
を
實
施
し
て
き
た
︒
ま
た
︑
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基

盤
と
し
て
今
後
も
持
續
�
に
共
同
硏
究
を
實
施
し
︑
成
果

を
發
表
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成
を
行
っ
た
︒
具
體
�

に
は
︑
七
+
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
IU
A
E
S

(
In
te
rn
a
tio
n
a
l
U
n
io
n
o
f
A
n
th
ro
p
o
lo
g
ic
a
l
a
n
d
E
th
-

n
o
lo
g
ic
a
l
S
c
ie
n
c
e
s)
の
國
際
大
會
に
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
の
一
部
を
パ
ネ
ル
發
表
し
︑
高
い
Ã
價
を
得
た
︒

八
+
七
日
︑
な
ら
び
に
二
四
日
に
は

N
ic
o
la
s
L
a
n
g
litz

と

P
e
n
n
y
H
a
rv
e
y
を
招
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
︑
科
學
技
�
社
會
論
︑
人
類
學
︑
õ
境
論
に
關
す
る
議

論
を
深
め
る
と
と
も
に
︑
今
後
の
國
際
共
同
硏
究
の
實
施

に
つ
い
て
b
見
W
奄
を
行
っ
た
︒
ま
た
八
+
以
影
︑
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
槪
念
で
あ
る
﹁
õ
境
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
﹂
の
發
展
形
と
し
て
︑
A
sse
m
b
la
g
e
s
o
f

th
e
F
u
tu
re
と
い
う
槪
念
を
中
心
に
据
え
︑
日
本
と
海

外
の
人
類
學
者
と
科
學
技
�
社
會
學
者
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
怨
た
な
硏
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
-
想
し
︑
そ
の
助
走
と

な
る
硏
究
會
を
J
し
て
具
體
�
な
計
畫
を
	
め
て
き
た
︒

こ
の
怨
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
õ
境
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
と
密
接
な
關
わ
り
を
も
つ
テ
ー
マ

(例
え
ば
災

ü
︑
ケ
ア
︑
開
發
︑
氣
候
變
動
等
)
を
﹁
未
來
﹂
と
い
う

時
閒
性
の
中
で
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑

本
硏
究
班
の
成
果
出
版
の
た
め
の
<
集
作
業
と
論
�
執
筆

を
合
宿
形
式
で
行
っ
た

(な
お
︑
本
年
度
一
〇
+
よ
り
班

長
が
海
外
硏
修
中
の
た
め
︑
本
年
度
の
硏
究
會
は
j
\
に

集
中
�
に
實
施
し
︑
後
\
は
S
に
成
果
の
刊
行
に
向
け
た

執
筆
・
<
集
作
業
を
行
っ
て
い
る
)︒

古
典
解
釋
の
東
ア
ジ
ア
�
展
開
│
宗
敎
�
獻
を
中
心
課
題

と
し
て

班
長

ò
井
淳

今
年
度
は
硏
究
班
を
八
囘
開
催
し
た
︒
參
加
者
は
每
囘

二
五
〜
三
五
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
︒
分
野
は
中
國
お
よ
び
日

本
の
佛
敎
の
思
想
・
歷
C
・
考
古
・
美
�
の
ほ
か
︑
�
敎

思
想
や
中
國
土
着
思
想
を
�
っ
た
︒
j
二
年
と
同
樣
︑
今

年
も
每
囘
︑
一
人
の
報
吿
者
と
二
人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

を
ý
定
し
て
行
わ
れ
た
︒
參
加
者
は
京
都
市
內
は
も
ち
ろ

ん
︑
北
は
仙
臺
か
ら
︑
東
京
︑
大
阪
︑
神
戶
を
中
心
に
︑

南
は
熊
本
市
に
至
る
各
地
の
班
員
が
集
っ
た
︒
各
戒
の
具

體
�
テ
ー
マ
と
內
容
�
體
に
つ
い
て
は
︑﹁
六
．
硏
究
成

果
の
槪
�
﹂
お
よ
び
﹁
七
．
本
年
度
の
硏
究
實
施
內
容
﹂

に
記
す
J
り
で
あ
る
︒
�
n
囘
の
﹁
總
括
﹂
で
は
︑
班
長

自
ら
が
三
年
を
振
り
�
り
︑
各
內
容
を
整
理
し
て
�
つ
か

の
重
�
な
視
點
を
設
定
し
て
︑
反
省
點
と
今
後
の
課
題
も

含
め
て
︑
硏
究
班
の
總
ま
と
め
を
し
た
︒

＊
括
弧
內
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

四
+
二
八
日

夏
元
鼎
﹃
黃
�
陰
符
經
 
義
﹄
の
思

想
と
�
・
佛
二
敎

山
田

隆

(
橫
手

裕
・
松
森
秀
幸
)

五
+
二
三
日

親
鸞
の
佛
敎
理
解

末
木
�
美
士

(
熊
谷
Ø
慈
・
ò
井

淳
)

六
+
二
〇
日

I
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
﹁
宗

敎
﹂
槪
念

ò
井

淳

(村
田
み
お
・
中
西
龍
也
)

七
+
一
八
日

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
本
生
圖田

中
永
一

(向
井
佑
介
・
加
}
和
雄
)

九
+
一
二
日

二
つ
の
布
袋
宴
：
そ
の
傳
記
を
中
心

に
し
て

陳

繼
東

(金

�
京
・
宮
崎
展
昌
)

一
〇
+
一
〇
日

北
魏
�
城
\
の
雲
岡
石
窟

岡
村
秀
典

(
齋
ò



・
ò
井

淳
)

一
二
+
一
二
日

南
宋
制
作
﹁
𣵀
槃

(變
相
)
圖
﹂
と

そ
の
儀
禮
の
復
元
�
考
察

西
谷

功

(齋
ò
智
�
・
岡
田
英
作
)

二
〇
一
六
年
二
+
二
〇
日

硏
究
班
の
總
括

ò
井

淳

人
�
學
硏
究
�
料
に
と
っ
て
の

W
eb
の
可
能
性
を
再
探

す
る

班
長

永
崎
硏
宣

本
年
度
は
︑
八
囘
の
硏
究
會
を
開
催
す
る
と
と
も
に
︑

本
硏
究
¤
に
て
S
催
し
た

JA
D
H
2
0
1
5
國
際
シ
ン
ポ
ジ
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ウ
ム
の
開
催
に
協
力
し
た
︒
硏
究
會
で
は
︑
こ
れ
ま
で
に

引
き
續
き
︑
人
�
學
に
お
け
る

W
e
b
の
活
用
に
關
わ
る

技
�
面
・
�
用
面
に
つ
い
て
︑
公
開
し
に
く
い
內
容
も
j

提
と
し
た
上
で
議
論
を
行
な
い
︑
班
員
�
體
と
し
て
︑

W
e
b
活
用
に
關
わ
る
知
見
を
深
め
た
︒
さ
ら
に
成
果
公

開
に
向
け
て
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の
書
籍
を
刊
行
す

べ
く
出
版
社
と
W
涉
す
る
と
と
も
に
︑
原
稿
執
筆
に
共
同

で
取
り
組
み
︑
そ
の
な
か
で
班
員
同
士
で
の
ö
識
の
す
り

あ
わ
せ
を
行
っ
た
︒
と
り
わ
け
︑
�
字
コ
ー
ド
の
記
営
に

關
す
る
議
論
に
時
閒
を
か
け
︑
班
�
體
と
し
て
の
ö
識
を

高
め
る
と
と
も
に
︑
想
定
讀
者
︑
す
な
わ
ち
︑
本
硏
究
班

が
課
題
と
す
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
層
の
想
定
と
︑
そ
の

層
に
對
す
る
記
営
の
d
切
さ
と
い
っ
た
觀
點
か
ら
の
檢
討

を
行
っ
た
︒

五
+
十
五
日

海
外
の
動
向
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
;
報

の
W
e
b
展
開

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
メ
タ
デ
ー
タ
に

つ
い
て

北
岡
タ
マ
子

西
洋
C
に
お
け
る

W
e
b
の
活
用
：

二
つ
の
視
點
か
ら

菊
池
信
彥

人
�
系

W
e
b
の
�
件
を
い
か
に
し

て
廣
め
る
か

永
崎
硏
宣

六
+
十
二
日

W
e
b
上
の
漢
籍
の
可
能
性

漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
マ
ン
ド
ク
の
設

計
背
景

C
h
ristia
n
W
itte
rn

人
�
系
W
e
b
の
�
件
と
可
能
性

永
崎
硏
宣

七
+
一
七
日

米
國
に
お
け
る
人
�
學

W
e
b
;
報

と
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー

ズ
敎
育

米
國
で
の
英
�
學
D
H
敎
育橫

山
說
子

人
�
系
W
e
b
の
�
件
と
可
能
性

永
崎
硏
宣

八
+
二
一
日

コ
ー
パ
ス
と
W
e
b

歷
C
コ
ー
パ
ス
に
つ
い
て小

木
曾
智
信

人
�
系
W
e
b
の
�
件
に
つ
い
て

永
崎
硏
宣

十
二
+
一
五
日

人
�
系
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
W
e
b

國
�
硏
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

檢
討

永
崎
硏
宣
・
松
田
訓
典

W
e
b
上
で
展
開
さ
れ
る
人
�
學
の

現
狀

永
崎
硏
宣

二
〇
一
六
年
一
+
二
十
日

-
�
�
テ
ク
ス
ト
の
共
同
<
集

共
同
J

信

N
e
w
sM
L
の
開
發
と

X
M
L
規
格
の
展
G

竹
村
貴
弘

人
�
學
と

W
e
b
に
關
す
る
共
同
硏

究
班
の
成
果
取
り
ま
と
め

永
崎
硏
宣

二
+
二
四
日

人
�
學
に
お
け
る
�
字
コ
ー
ド
と

W
e
b

人
�
學
に
お
け
る
�
字
コ
ー
ド
と

W
e
b

永
崎
硏
宣

三
+
二
四
日

人
�
學
に
お
け
る
�
字
コ
ー
ド
と

W
e
b

人
�
學
に
お
け
る
�
字
コ
ー
ド
と

W
e
b

永
崎
硏
宣

東
ア
ジ
ア
傳
瓜
醫
療
�
�
の
多
角
�
考
察班

長

大
形

園

東
ア
ジ
ア
傳
瓜
醫
療
の
�
體
宴
と
そ
の
�
�
�
特
色
を

-
�
�
に
把
握
す
る
た
め
に
︑
醫
者
︑
鍼
灸
師
︑
藥
劑
師
︑

醫
學
C
硏
究
者
に
加
え
て
諸
領
域
の
人
�
學
硏
究
者
を
結

集
し
て
硏
究
集
會
を
開
催
し
︑
﹃
醫
心
方
﹄
の
會
讀
と
特

別
 
演
︑
硏
究
發
表
を
行
っ
た
︒
昨
年
度
末
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
課
題
と
し
て
︑﹃
醫
心
方
﹄﹃
醫
方
類
聚
﹄﹃
傷

	
論
﹄
を
中
心
に
古
醫
書
硏
究
の
あ
り
方
を
議
論
し
︑
そ

れ
ら
の
世
界
記
憶
B
產
登
錄
等
の
必
�
性
を
協
議
す
る
と

と
も
に
︑
現
代
醫
療
に
ど
の
よ
う
な
提
言
が
發
信
で
き
る

か
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
た
︒
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
︑

北
京
中
醫
藥
大
學
の
梁
嶸
敎
×
︑
上
海
中
醫
藥
大
學
の
張

如
靑
敎
×
を
は
じ
め
と
す
る
著
名
な
醫
學
C
家
を
招
聘
し

た
︒
年


け
に
は
︑
北
里
大
學
東
洋
醫
學
總
合
硏
究
¤
醫

C
學
硏
究
部
︑
兵
庫
醫
科
大
學
中
醫
藥
孔
子
學
院
と
共
催

で
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
畫
し
︑
醫
學
C
硏
究
の
泰

斗
で
あ
る
黃
龍
祥
︑
小
曾
戶
洋
︑
眞
柳
Ø
三
氏
を
含
む
公

開
 
演
會
を
行
い
︑
百
名
を
超
え
る
聽
衆
を
集
め
た
︒
ま

た
︑
三
+
に
は
︑
國
�
學
硏
究
°
料
館
S
�
共
同
硏
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
硏
究
代
表
：
陳
捷
敎
×
)
と
合
同
で
國
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
畫
し
︑
富
士
川
�
庫
を
中
心
と
す

る
古
醫
書
を
R
査
し
︑
附
屬
圖
書
館
が
推
	
し
よ
う
と
し

て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
�
事
業
の
諸
問
題
を
討
議
し
︑
さ

ら
に
臺
灣
︑
韓
國
の
硏
究
者
を
招
い
て
東
ア
ジ
ア
科
學
C

の
特
別
 
演
會
を
開
催
し
た
︒

＊
括
弧
內
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
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六
+

七
日

『胎
產
書
﹄﹃
十
問
﹄
な
ど
の
譯
�
を

J
し
て
見
え
て
き
た
も
の

大
形
園

『醫
心
方
﹄
に
魅
せ
ら
れ
て

槇
佐
知
子

七
+

五
日

臨
床
醫
に
生
き
た
曲
直
瀨
玄
朔
と
そ

の
周
邊

葉
山
美
知
子

漢
方
藥
の
症
例

示
︑
お
よ
び
雲
海

士
液
に
つ
い
て

松
岡
尙
則

舌
診
の
歷
C
に
つ
い
て

梁

嶸

一
〇
+
一
〇
日

『醫
心
方
﹄
訓
讀
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
向
け
て

(一
)

伊
ò
裕
水
・
島
山
奈
緖
子

知
德
か
ら
行
德
へ發

表
者

V
ò
U
郞

東
京
理
科
大
學
藥
學
部
・
名
譽
敎
×

一
一
+

三
日

『醫
心
方
﹄
訓
讀
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
向
け
て

(二
)

伊
ò
裕
水
・
島
山
奈
緖
子

﹃
諸
病
源
候
論
﹄
の
風
病
に
關
す
る

﹃
醫
心
方
﹄
へ
の
影
»
を
ô
っ
て

越
智
秀
一

出
土
醫
學
�
獻
整
理
硏
究
の
囘
�
︑

現
狀
と
展
G

張

如
靑

二
〇
一
六
年
一
+
九
日

傳
瓜
醫
療
�
�
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
﹁
鍼
灸
�

未
來
へ
の
軌
跡
﹂

﹃
醫
心
方
﹄
卷
六
ý
讀

島
山
奈
緖
子

古
訓
で
讀
む
﹃
醫
心
方
﹄

伊
ò
裕
水

司
會

大
形

園

開
會
挨
拶

怨
家
莊
�

漢
方
硏
究
六
〇
年發

表
者

小
曾
戶
洋

古
典
針
灸
學
の
世
界
︱
求
眞
と
求
解

發
表
者

黃

龍
祥

(
猪
飼
祥
夫
)

學
�
C
硏
究
に
お
け
る
日
本
漢
學
と

醫
學
C

町
泉
壽
郞

傳
瓜
醫
療
の
未
來
を
拓
く

眞
柳

Ø

二
+

七
日

四
川
成
都
老
官
山
の
醫
學
書
槪
觀

猪
飼
祥
夫

和
漢
診
療
學
・
あ
た
ら
し
い
知
の
創

�

寺
澤
捷
年

三
+

五
日

東
ア
ジ
ア
傳
瓜
醫
療
�
�
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

(一
日
目
)

司
會

陳

捷

富
士
川
�
庫
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
�

赤
澤
久
彌

京
大
富
士
川
�
庫
探
訪
記

長
野

仁

古
醫
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
�
-
想
の
諸

問
題

武
田
時
昌

三
+

六
日

｢東
ア
ジ
ア
の
技
�
�
傳
瓜
へ
の
再

照
射
﹂
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(二

日
目
)

東
ア
ジ
ア
科
學
技
�
C
國

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

古
訓
で
讀
む
﹃
醫
心
方
﹄
(三
)

卷

八

脚
氣
形
狀
第
二

伊
ò
裕
水

(石
井
行
雄
)

中
國
按
�
推
拿
醫
學
の
ï
N
�
考
察

大
形

園
・
李

强

�
本
�
射
影
：
�
抄
與
西
方
曆
算
學

�
傳
播

祝

�
一

(宮
島
一
彥
)

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
許
浚
﹃
東
醫
寶

鑑
﹄
の
液
布
に
つ
い
て

發
表
者

朴

現
圭

(吉
田
和
裕
)

y
鮮
醫
學
C
硏
究
の
槪
觀
と
I
年
の

動
向

任

正
爀

(安

相
佑
)

總
合
討
論
﹁
傳
瓜
科
技
典
籍
の
I
世

�
傳
播
﹂

司
會

武
田
時
昌

日
本
宗
敎
�
宴
の
再
�
築

班
長

大
谷
榮
一

本
年
度
は
モ
ダ
ニ
テ
ィ
／
モ
ダ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本

宗
敎
C
の
關
わ
り
を
中
心
に
硏
究
會
を
開
催
し
た
︒
複
製

技
�
︑
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
︑
國
民
國
家
︑
世
俗
�
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
畫
し
︑
一
二
+
に

は
ヨ
ガ
や
レ
イ
キ
と
い
っ
た
身
體
修
養
技
法
が
宗
Ä
や
國

境
を
越
境
し
︑
不
斷
に
再
創
�
さ
れ
る
現
象
に
つ
い
て
國

際
シ
ン
ポ
を
開
催
し
た
︒
こ
の
ほ
か
︑
人
�
硏
ア
カ
デ

ミ
ー
﹁
日
本
宗
敎
C
再
入
門
﹂
や
﹃
人
�
學
報
﹄
の
特
集

號

(一
〇
八
號
)
な
ど
に
よ
り
硏
究
成
果
を
公
開
し
た
︒

チ
ベ
ッ
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
�
�
の
�
�
展
開
の
學
際
�
硏
究

班
長

岩
尾
一
C

本
年
度
は
合
計
で
八
囘
の
硏
究
會
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
︒
班
員
そ
れ
ぞ
れ
の
硏
究
關
心
に
沿
っ
た
硏
究
報
吿
を

依
賴
し
︑
歷
C
學
︑
�
�
人
類
學
︑
言
語
學
の
各
分
野
か

ら
︑
古
代
〜
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
チ
ベ
ッ
ト
�
�
の
諸

彙 報
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相
に
つ
い
て
�
先
端
の
硏
究
報
吿
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
︒

本
年
度
の
特
î
と
し
て
報
吿
者
の
u
數
が
關
西
以
外
の
硏

究
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
︑
國
內
に
お
け
る
硏
究
者
の
W

液
を
促
	
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
と
い
え
る
︒
ま
た
議

論
の
時
閒
を
出
來
る
だ
け
多
く
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
衣

分
野
か
ら
の
;
報
提
供
・
b
見
W
奄
を
よ
り
活
發
に
行
う

こ
と
に
も
成
功
し
た
︒
各
囘
の
具
體
�
な
內
容
は
以
下
の

實
施
內
容
を
參
照
さ
れ
た
い
︒

ま
た
︑
本
硏
究
班
の
成
果
報
吿
を
ど
の
よ
う
に
公
開
し

出
版
す
べ
き
か
に
つ
い
て
︑
硏
究
會
上
に
お
い
て
打
ち
合

わ
せ
を
複
數
囘
行
っ
た
︒
ま
た
一
一
+
二
一
日
の
硏
究
會

開
催
時
に
は
︑
實
際
に
某
出
版
社
の
<
集
者
も
打
ち
合
わ

せ
に
參
加
し
︑
よ
り
具
體
�
な
形
で
の
出
版
打
ち
合
わ
せ

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
︒

四
+
一
八
日

ク
ン
イ
ク
寫
本
解
凍
淸
書
時
に
發
生

す
る
衣
讀
の
可
能
性

小
野
田
俊
藏

五
+
二
三
日

チ
ベ
ッ
ト
�
國
と
靑
海
東
部岩

尾
一
C

六
+
二
〇
日

チ
ベ
ッ
ト
舊
社
會
に
お
け
る
村
落
形

態
の
諸
類
型

大
川
�
作

七
+
一
八
日

�
獻
に
刻
ま
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
の
歷

C
變
�
の
足
跡

星

泉

九
+
一
八
日

チ
ベ
ッ
ト
�


形
成
\
の
特
î
│
他

�


と
く
に
西
ア
ジ
ア
と
の
關
係

武
內
紹
人

一
〇
+
一
〇
日

｢作
る
／
パ
ク
る
﹂
と
コ
ピ
ー
・
ラ

イ
ト
│
チ
ベ
タ
ン
・
ポ
ッ
プ
か
ら
考

え
る
チ
ベ
ッ
ト
難
民
社
會
の
¤
�
感

覺
の
動
態

山
本
_
也

一
一
+
二
一
日

N
e
o
-
T
ib
e
ta
n
iz
a
tio
n
：
ポ
ス
ト
王

政
\
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
“
佛
敎
の

政
治
”
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
佛
敎
徒別

¤
裕
介

一
二
+
一
九
日

寺
本
婉
½
の
再
Ã
價
│
怨
出
°
料
か

ら

三
宅
伸
一
郞

二
〇
一
六
年
三
+
一
八
日

硏
究
打
合
せ

三
+
一
九
日

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け

る
在
地
氏
族
と
官
稱
號

山
本


志

占
い
�
書
の
中
の
神
格
│
そ
の
效
果

と
b
義
に
つ
い
て

西
田

愛

チ
ベ
ッ
ト
領
�

の
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
│
土
地
と
神
靈
を
め
ぐ
る
村

落
社
會
の
實
踐
と
語
り

別
¤
裕
介

ボ
ン
敎
に
お
け
る
﹁
僧
侶
﹂
の
諸
相

│
生
業
︑
戒
律
︑
儀
禮
を
め
ぐ
っ
て

小
西
賢
吾

個

人

硏

究

東
方
學
硏
究
部

淸
代
の
�
�
と
社
會

井
波

陵
一

中
國
古
代
中
世
の
法
制

冨
谷

至

中
國
科
學
の
思
想
C
�
考
察

武
田

時
昌

I
代
中
國
の
財
政
と
社
會

岩
井

茂
樹

先
秦
時
代
の
金
�

淺
原

_
郞

古
代
中
國
の
考
古
學
硏
究

岡
村

秀
典

イ
ス
ラ
ー
ム
東
漸
C
の
硏
究

稻
葉

穰

イ
ン
ド
・
中
國
に
お
け
る
佛
敎
の
學
�
と
實
踐

Z
山

園

佛
敎
硏
究
知
識
ベ
ー
ス
︱
︱
禪
佛
敎
を
例
と
し
て

W
IT
T
E
R
N
,C
h
ristia
n

川
西
走
�
の
漢
藏
諸
語
の
記
営
言
語
學
�
硏
究

池
田

巧

中
國
共
產
黨
C
の
硏
究

石
川

禎
浩

�
字
コ
ー
ド
理
論

安
岡

孝
一

秦
漢
時
代
の
制
度
C

宮
宅

�

高
麗
官
僚
制
度
硏
究

矢
木

毅

中
國
�
釋
學
C
硏
究

古
g

隆
一

華
南
沿
海
の
社
會
經
濟
制
度
の
變
容

村
上

衞

東
ア
ジ
ア
佛
敎
美
�
C
の
硏
究

稻
本

泰
生

中
國
中
世
I
世
の
�
學
理
論

永
田

知
之

�
字
定
義
;
報
に
基
づ
く
�
書
表
現
系
に
關
す
る
硏
究

守
岡

知
彥

中
國
古
代
中
世
の
官
制
C

ò
井

律
之

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
�
�
政
策
と
出
版
活
動

宮

紀
子



代
後
\
北
虜
南
倭
時
代
の
中
國
社
會

山
﨑

嶽

中
國
家
具
と
そ
の
*
用
に
關
す
る
硏
究

高
井
た
か
ね

中
國
北
魏
時
代
の
佛
敎
石
窟
寺
院

安
ò

�
映

中
國
古
代
に
お
け
る
領
域
荏
�
の
硏
究

土
口

C
記

秦
漢
\
國
家
儀
禮
の
硏
究

目
黑

杏
子

中
華
民
國
時
\
に
お
け
る
知
識
人
と
政
治

森
川

裕
貫

宋
金
元
代
中
國
の
政
治
・
�
�
・
地
域

小
林

隆
�

人
�
學
硏
究
部
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I
代
y
鮮
の
政
治
と
社
會

水
野

直
樹

I
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治山

室

信
一

在
日
米
軍
を
中
心
と
す
る
軍
事
共
同
體
の
人
類
學
�
硏

究

田
中

½
一

�
學
理
論
の
硏
究

大
浦

康
介

ヴ
ェ
ー
ダ
�
獻
の
生
成
と
傳
承
の
硏
究

ò
井

正
人

人
種
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論

竹
澤

泰
子

戰
j
\
日
本
の
工
業
�
と
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

籠
谷

直
人

I
代
天
皇
制
の
�
�
C
�
硏
究

高
木

�
志

 
樂
に
お
け
る
ロ
マ
ン
Ä
と
メ
ロ
ド
ラ
マ
�
 
樂

岡
田

曉
生

I
代
日
本
の
藝
�
と
西
洋

高
階
繪
里
加

一
九
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
コ
ン
サ
ヴ
ァ

テ
ィ
ズ
ム

小
關

隆

I
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歷
C
敍
営
と
政
治
思
想王

寺

賢
太

幕
末
\
の
畿
內
・
I
國
社
會

岩
城

卓
二

精
神
分
析
�
知
を
思
想
C
�
に
位
置
づ
け
る
試
み

立
木

康
介

ザ
ガ
フ
カ
ス
の
﹁
義
"
﹂
と
戰
爭

伊
ò

順
二

南
イ
ン
ド
に
お
け
る
ブ
ー
タ
祭
祀
に
關
す
る
人
類
學
�

硏
究

石
井

美
保

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
命
科
學
と
﹁
自
然
﹂瀨

戶
口


久

農
業
C
の
再
-
築

ò
原

辰
C

島
崎
ò
村
そ
の
他
の
I
代
�
學
者
の
作
品
硏
究
︱
︱
リ

ア
リ
ズ
ム
︑
メ
デ
ィ
ア
︑
�
國

H
O
L
C
A
,Irin
a

I
代
日
本
民
俗
誌
シ
ス
テ
ム
の
硏
究

菊
地

曉

I
代
西
洋
醫
學
發
展
C
硏
究
お
よ
び
身
體
論田

中
祐
理
子

再
-
築
さ
れ
る
オ
リ
シ
ャ
崇
拜
︱
︱
衣
な
る
﹁
人
種
・

宗
敎
﹂
を
と
り
こ
む
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
社
會

�
動

小
池

郁
子

$
蒙
と
�
學
︱
︱
ア
ド
ル
ノ
美
學
に
お
け
る
﹁
人
閒

性
﹂
の
位
置
づ
け

ò
井

俊
之

比
�
映
畫
C
硏
究

小
川
佐
和
子

I
代
y
鮮
の
民
族
�
動
と
東
ア
ジ
ア

小
野

容
照

事

業

槪

況
(東
方
學
硏
究
部
關
連
事
業
)

・
藪
內
淸
�
士
�
悼
天
�
曆
法
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

六
+
一
七
日
︱
一
九
日

(本
館
四
階
大
會
議
室
︑
分
館
東
ア
ジ
ア

人
�
;
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
大
會
議
室
)

ア
ジ
ア
傳
瓜
科
學
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
1
5

古

今
の
宇
宙
觀

・
ア
ジ
ア
傳
瓜
科
學
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2

0

1

5

公

開
!
演
會

六
+
一
八
日

(分
館
東
ア
ジ
ア
人
�
;
報
學
硏
究
セ
ン

タ
ー
大
會
議
室
)

時
空
を
超
え
て
W
差
す
る
宇
宙
觀
︱
︱
自
然
科
學
者
と
人

�
學
者
が
語
る
宇
宙
觀

・
宇
宙
に
ま
つ
わ
る
ア
ジ
ア
の
神
話
・
傳
說
と
宇
宙
觀

海
部

宣
男

(
國
立
天
�
臺
名
譽
敎
×
︐
國
際
天
�
學
連
合
會
長
)

・
宿
Ú
�
に
み
ら
れ
る
イ
ン
ド
の
天
�
學
と
占
星
�

矢
野

�
雄

(京
都
產
業
大
學
名
譽
敎
×
)

・
夏
�
公
開
!
座

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

七
+
四
日

(本
館
一
階
共
J
一
 
義
室
)

名
作
再
讀

・
『ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
﹄
を
讀
む
︱
︱
村
岡
花
子
と
ø

民
地
y
鮮
︱
︱

小
野

容
照

・
『
官
場
現
形
\
﹄
を
讀
む
︱
︱
淸
末
中
國
﹁
腐
敗
﹂
官

僚
の
世
界
︱
︱

村
上

衞

・
石
橋
湛
山
を
讀
む
︱
︱
自
由
S
義
と
現
實
S
義
の
眞

面
目
を
&
ね
て
︱
︱

山
室

信
一

・
高
校
生
の
た
め
の
夏
�
セ
ミ
ナ
ー

八
+
七
日

(
分
館
東
ア
ジ
ア
人
�
;
報
學
硏
究
セ
ン

タ
ー
大
會
議
室
)

漢
字
�
�
へ
の
誘
い
︱
︱
第
三
囘
﹁
時
に
は
︑
書
物
に
か

ん
し
て
語
ろ
う
﹂

・
讀
む
・
書
く
・
寫
す
・
印
刷
す
る
︱
︱
漢
字
ば
か
り

の
本
が
で
き
る
ま
で

永
田

知
之

・
公
開
!
演
會

九
+
一
日

(
本
館
共
J
一
 
義
室
)

日
本
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
學
會
2
0
1
5

(
JA
D
H
2
0
1
5
)
 
演

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
圖
書
館
︱
︱
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
°
料
の
デ
ジ
タ
ル
�
を
J
じ
て

ピ
ッ
プ
・
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス

(
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
ボ
ド
リ
ア
ン
圖
書
館
)

・
東
ア
ジ
ア
人
�
�
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
!
"
會

二
〇
一
五
年
度
漢
籍
擔
當
職
員
 
�
會

(初
£
)
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・
第
一
日

(九
+
二
八
日
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

冨
谷

至

漢
籍
に
つ
い
て

(四
部
分
類
槪
說
を
含
む
)

永
田

知
之

カ
ー
ド
の
取
り
方
︱
︱
漢
籍
整
理
の
實
踐

土
口

C
記

・
第
二
日

(九
+
二
九
日
)

工
具
書
に
つ
い
て

高
井
た
か
ね

漢
籍
關
連
サ
イ
ト
の
利
用

(京
都
大
學
附
屬
圖
書

館
;
報
サ
ー
ビ
ス
課
相
互
利
用
掛
)
大
西

賢
人

實
�
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

梶
浦

晉

漢
籍
目
錄
カ
ー
ド
作
成
實
�

・
第
三
日

(九
+
三
〇
日
)

目
錄
檢
索
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
檢
索

安
岡

孝
一

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(一
)

・
第
四
日

(一
〇
+
一
日
)

和
刻
本
に
つ
い
て

(京
都
大
學
�
學
硏
究
科
敎
×
)
宇
佐
美
�
理

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(二
)

・
第
五
日

(一
〇
+
二
日
)

y
鮮
本
に
つ
い
て

矢
木

毅

實
�
解
說

土
口

C
記

;
報
W
奄

W
IT
T
E
R
N
,C
h
ristia
n

二
〇
一
五
年
度
漢
籍
擔
當
職
員
 
�
會

(中
£
)

・
第
一
日

(一
一
+
九
日
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

冨
谷

至

經
部
に
つ
い
て

古
g

隆
一

叢
書
部
に
つ
い
て

ò
井

律
之

叢
書
と
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

安
岡

孝
一

・
第
二
日

(一
一
+
一
〇
日
)

C
部
に
つ
い
て

宮
宅

�

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(一
)

・
第
三
日

(一
一
+
一
一
日
)

子
部
に
つ
い
て

古
g

隆
一

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(二
)

・
第
四
日

(一
一
+
一
二
日
)

集
部
に
つ
い
て

(京
都
大
學
人
閒
・
õ
境
學
硏
究
科
敎
×
)

�
謁

昭
廣

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
�

(三
)

・
第
五
日

(一
一
+
一
三
日
)

漢
籍
と
;
報
處
理

W
IT
T
E
R
N
,C
h
ristia
n

實
�
解
說

土
口

C
記

;
報
W
奄

W
IT
T
E
R
N
,C
h
ristia
n

・
連
續
セ
ミ
ナ
ー

(
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

一
〇
+

(本
館
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一
他
)

チ
ベ
ッ
ト
學
の
現
在
：
言
語
・
歷
C
・
�
�
・
社
會

・
一
〇
+
一
日

藏
羌
彜
民
族
走
�
の
諸
言
語池

田

巧

・
一
〇
+
八
日

チ
ベ
ッ
ト
�


の
始
ま
り
と
円
國
の

神
話岩

尾

一
C

(
神
戶
市
外
國
語
大
學
非
常
勤
 
師
)

・
一
〇
+
一
五
日

占
い
か
ら
み
た
チ
ベ
ッ
ト
�
�
の

底
液

西
田

愛

(
神
戶
市
外
國
語
大
學
非
常
勤
 
師
)

・
一
〇
+
二
二
日

い
ま
を
生
き
る
ボ
ン
敎
徒
︱
︱
東

チ
ベ
ッ
ト
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら

小
西

賢
吾

(金
澤
星
稜
大
學
專
任
 
師
)

・
京
都
レ
ク
チ
ャ
ー
2

0

1

5

一
〇
+
一
六
日

(本
館
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一
)

C
o
sm
o
g
o
n
ic
M
y
th
s
in
th
e
T
ib
e
ta
n
B
o
n
M
a
g
ic

R
itu
a
l
o
f
th
e
B
la
z
in
g
W
a
te
r
(
d
b
a
l
c
h
u
)

G
ia
c
o
m
e
lla
O
ro
fin
o
(ナ
ポ
リ
東
洋
大
學
)

・
京
都
レ
ク
チ
ャ
ー
2

0

1

5

一
二
+
一
八
日

(本
館
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一
)

G
o
in
g
o
n
P
ilg
rim
a
g
e
in
1
9
th
C
e
n
tu
ry
C
h
in
a
:
T
h
e

itin
e
ra
ry
n
e
tw
o
rk
in
th
e
C
a
n
xu
e
zh
ijin
參
學
知
津

M
a
rc
u
s
B
in
g
e
n
h
e
im
e
r
(テ
ン
プ
ル
大
學
)

・
國
際
硏
究
集
會

一
+
二
三
日

(本
館
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
一
)

I
世
後
\
に
お
け
る
水
戶
藩
の
儒
敎
儀
禮
︱
︱
『
喪
祭
儀

略
﹄
と
﹃
喪
祭
式
﹄
を
中
心
に

田

世
民

・
國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

二
+
一
三
日

(本
館
三
階
セ
ミ
ナ
ー
室
四
)

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
敍
営
と
歷
C

・
N
a
rra
tiv
e

R
u
p
tu
re

in

M
a
ta
y
o
sh
i

E
ik
i̓s

G
in
n
e
m
u
Y
a
sh
ik
i

D
a
v
in
d
e
r
B
h
o
w
m
ik
(ワ
シ
ン
ト
ン
大
學
准
敎
×
)

・
『
贈
與
﹄
と
﹃
�
﹄
：
柄
谷
の
﹁
�
國
﹂
論
を
中
國
思

想
か
ら
讀
む

林

少
楊

(東
京
大
學
准
敎
×
)

・
歷
C
敍
営
と
記
憶
：
傳
記
か
ら
み
る
連
3
と
反
轉
の

東
ア
ジ
ア

森
岡

優
紀

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
︱
語
り
の
W
奄
・
重

層
・
傳
播山

室

信
一
・
陳

力
衞

(
成
城
大
學
敎
×
)

・
第
十
一
囘

T
O
K
Y
O
漢
籍

S
E
M
IN
A
R

三
+
一
四
日

(一
橋
大
學
一
橋
 
堂
中
會
議
場
)
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目
錄
學
に
親
し
む

(司
會

W
IT
T
E
R
N
,
C
h
ristia
n
)

・
漢
籍
目
錄
を
讀
む
︱
︱
俯
瞰
の
樂
し
み

古
g

隆
一

・
子
部
書
の
分
類
に
つ
い
て

宇
佐
美
�
理

(京
都
大
學
�
學
硏
究
科
敎
×
)

・
目
錄
學
の
總
決
算
︱
︱
『四
庫
�
書
﹄
を
め
ぐ
っ
て

永
田

知
之

¤

員

動

靜

◦
井
波
陵
一
敎
×

(附
屬
東
ア
ジ
ア
人
�
;
報
學
硏
究
セ

ン
タ
ー
)
を
當
硏
究
¤
長
に
D
任

(四
+
一
日
～
二
〇

一
七
年
三
+
三
一
日
)

◦
冨
谷
至
敎
×

(東
方
學
硏
究
部
)
を
附
屬
東
ア
ジ
ア
人

�
;
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
長
に
D
任

(四
+
一
日
～
二

〇
一
六
年
三
+
三
一
日
)

◦
石
川
禎
浩
敎
×

(現
代
中
國
硏
究
セ
ン
タ
ー
)
を
附
屬

現
代
中
國
硏
究
セ
ン
タ
ー
長
に
D
任

(四
+
一
日
～
二

〇
一
七
年
三
+
三
一
日
)

◦
小
關
隆
准
敎
×

(人
�
學
硏
究
部
)
は
︑
當
硏
究
¤

(人
�
學
硏
究
部
)
敎
×
に
昇
任

(四
+
一
日
付
)

◦
矢
木
毅
准
敎
×

(東
方
學
硏
究
部
)
は
︑
當
硏
究
¤

(東
方
學
硏
究
部
)
敎
×
に
昇
任

(四
+
一
日
付
)

◦
安
岡
孝
一
准
敎
×

(附
屬
東
ア
ジ
ア
人
�
;
報
學
硏
究

セ
ン
タ
ー
)
は
︑
當
硏
究
¤

(附
屬
東
ア
ジ
ア
人
�
;

報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
)
敎
×
に
昇
任

(四
+
一
日
付
)

◦
井
狩
彌
介
は
︑
客
員
敎
×
(
�
�
硏
究
創
成
硏
究
部
門
︑

四
+
一
日
～
二
〇
一
六
年
三
+
三
一
日
)

◦

JA
C
Q
U
E
T
,
B
e
n
o
it
M
a
rc
e
l
M
a
u
ric
e

フ
ラ
ン
ス

國
立
極
東
學
院
京
都
荏
部
長
は
︑
客
員
准
敎
×

(
�

�
硏
究
創
成
硏
究
部
門
︑
四
+
一
日
～
二
〇
一
六
年

三
+
三
一
日
)

◦
武
上
眞
理
子

人
閒
�
�
硏
究
機
-
地
域
硏
究
推
	
セ

ン
タ
ー
硏
究
員
は
︑
客
員
准
敎
×

(附
屬
現
代
中
國
硏

究
セ
ン
タ
ー
︑
四
+
一
日
～
二
〇
一
六
年
三
+
三
一

日
)

◦
ò
本
幸
夫
は
︑
特
任
敎
×

(
�
�
硏
究
創
生
硏
究
部
門
︑

四
+
一
日
～
二
〇
一
六
年
三
+
三
一
日
)

◦

V
IT
A
,
S
ilv
io

京
都
外
國
語
大
學
敎
×
は
︑
特
任
敎

×
(四
+
一
日
～
二
〇
一
六
年
三
+
三
一
日
)

◦
小
林
隆
�
は
︑
特
定
助
敎

(附
屬
東
ア
ジ
ア
人
�
;
報

學
硏
究
セ
ン
タ
ー
)
に
k
用

(四
+
一
日
付
)

◦
目
黑
杏
子
は
︑
特
定
助
敎

(附
屬
東
ア
ジ
ア
人
�
;
報

學
硏
究
セ
ン
タ
ー
)
に
k
用

(四
+
一
日
付
)

◦
森
川
裕
貫
は
︑
特
定
助
敎

(附
屬
現
代
中
國
硏
究
セ
ン

タ
ー
)
に
k
用

(四
+
一
日
付
)

◦
岩
井
茂
樹
敎
×

(國
際
高
等
敎
育
院
)
を
當
硏
究
¤

(東
方
學
硏
究
部
)
に
D
任

(五
+
一
日
付
)

◦
山
崎
嶽
助
敎

(東
方
學
硏
究
部
)
は
︑
辭
任
の
上

(二

〇
一
六
年
三
+
三
一
日
付
)︑
奈
良
大
學
�
學
部
准
敎

×
に
就
任

◦
小
林
隆
�
特
定
助
敎

(附
屬
東
ア
ジ
ア
人
�
;
報
學
硏

究
セ
ン
タ
ー
)
は
︑
辭
任
の
上

(二
〇
一
六
年
三
+
三

一
日
付
)︑
神
戶
女
學
院
大
學
�
學
部
總
合
�
�
學
科

專
任
 
師
に
就
任

◦
安
ò
�
映
助
敎

(東
方
學
硏
究
部
)
は
︑
任
\
滿
了
に

よ
り
�
職

(二
〇
一
六
年
三
+
三
一
日
付
)

◦
水
野
直
樹
敎
×

(人
�
學
硏
究
部
)
は
︑
定
年
に
よ
り

�
職

(二
〇
一
六
年
三
+
三
一
日
付
)

招
へ
い
硏
究
員

◦
徐

靜
波

復
旦
大
學
日
本
硏
究
セ
ン
タ
ー
敎
×
︑
副

セ
ン
タ
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︱
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井
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敎
×
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閒

七
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五
日
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一
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敎
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敎
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敎
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閒
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硏
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〇
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一
九
日
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越

嶺
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京
大
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學
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敎
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六
國
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y
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Ó
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敎
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一
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七
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茅
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e
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Ó
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敎
員
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敎
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Ó
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Ó
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築
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縣
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Ó
入
敎
員

宮
宅
准
敎
×

\
閒

九
+
一
六
日
～
二
〇
一
六
年
九
+
一
五
日

◦
祝

�
一

中
央
硏
究
院
歷
C
語
言
硏
究
¤
硏
究
員



︑
淸
醫
者
�
家
訓

Ó
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p
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e
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葉
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〇
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︱
︱
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